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●【福井大学教育学部】 

教育学校附属学園では、学園を構成する幼稚園、義務教育学校および特別支援学校の校長、副校

長及び教頭、そして、大学教員が就任する正副学園長で構成する附属学園室会議を設置し、同会議

において、各学校のミッション、役割等について最新の国の動向等の状況提供を行いながら、各学

校園の在り方について協議を重ねている。また、外部評価等の結果を同会議にフィードバックし、

その評価結果を附属学園の運営に生かしている。 

●【信州大学教育学部】 

附属学校園が県内のモデル校になることに一つとして、働き方改革を推進している。令和 4 年

度は文科省の校務の DX 化に係る事業を受託し、各校で校務の DX 化を進め、その成果を Web サ

イト及びシンポジウム等で公開した。事業後も取り組みは継続され、業務時間の削減や効率化につ

ながっている。 

●【京都教育大学】 

中期目標計画期間中は、附属学校園に関わる年度計画を毎年度策定し、附属学校部が各附属学校

の進捗状況や達成状況を点検し、大学評価室で評価している。 

●【兵庫教育大学】 

令和 3 年度から、附属学校園のミッション・ビジョンを作成し、学校要覧に掲載するなど外部に

広く公表している。また、令和 4 年度から、各学校園では、ミッション・ビジョンを踏まえた学校

経営計画を作成して学校運営を行い、学校評価を行っている。さらに、令和５年度から「学校運営

協議会」を設置し、ミッション・ビジョンを踏まえた学校経営計画等の学校運営の基本的な方針は、

学校運営協議会で承認を得るとともに、学校関係者評価についても同協議会で行い、評価結果を学

校運営に反映している。 

●【島根大学教育学部】 

本附属学校では全学の中期目標・中期計画において独立した項目を持ち，そのミッションを達成

するために教育学部教員と協力しながら教育研究に邁進している。附属学園の外部評価委員会，教

育学部の教育活動評価委員会においてその進捗状況を説明し，委員からの評価・意見を取り入れな

がら，附属学校の運営に反映させている。 

●【広島大学】 

各附属学校園は大学の中期目標に沿った経営目標を毎年定めて公表し、学校運営について半期ご

とに自己評価を行っている。他方、学校運営に関する専門家等から構成される学校評価委員会が、

カリキュラム、研究体制等を含めた学校運営全般に関して、専門的、客観的視点から評価を行って

いる。各附属学校園は評価を受け、評価結果と改善策を学校便りや Web サイトへ掲載し、広く保

護者や地域住民等に公表している。 

●【鳴門教育大学】 

附属学校園のミッション・役割については、主な取組も含め大学ホームページに公表している。

また、中期目標・中期計画に基づいた毎年度の評価指標を策定し、その取組状況について、半期毎

に進捗を管理している。 

●【愛媛大学】 

第４期中期目標・計画期間において、附属学校園の位置付け・役割に関する目標を組み入れ、1）

附属学校園を地域の拠点校として位置付け、地域の教育課題に対するモデル的取組を具現化する、

2）5 つの附属学校園の特色を活かした、組織的連携・協働による教育・研究活動を推進する、3）

附属学校園と大学が連携し、多様で高度な教育を提供する体制を整備し、連携による教育モデル開

発と実践を推進する、の三つの中期計画を策定した。各学校園では中期計画の具体的内容に従って

運営を行い、年度末に評価を行っている。 
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●【高知大学教育学部】 

月 1 回の附属学校園運営会議と年 2 回の附属学校園運営委員会（附属学校園担当理事が議長を

務める）を設置し、同会議において各学校園のミッションや役割等について、最新の国の動向等の

状況提供を行いながら、協議を重ねている。これらの会議の中で情報共有や成果報告を行うことに

より、地域のモデル校園としての機能評価を行うとともに、その後の附属学校園の運営に反映させ

ている。 

●【福岡教育大学】 

本学内の重要通知等で定められたミッションを本学および附属学校園ホームページや研究発表

会の開催時等で公表している。令和６年度は附属学校園リーフレットも作成して見える化を図っ

た。また、関係教育委員会との地域連絡協議会（年１回）を各地域で実施し、外部からの評価をい

ただき、その結果を運営に反映する努力をしている。 

●【長崎大学教育学部】 

・附属学校園担当副学部長が委員長となり全附属学校園長が参加する附属学校運営協議会を組織

し一体的な運営を行っている。協議会は毎月１回の定例開催とし各学校園のミッション達成に向け

た取組状況を確認して学部は支援するとともに附属学校園間の連携も図る機会を設けている。 

・各学校園では外部委員を招いた学校評価委員会を開催し学校運営の改善を行っている。 

・学部の運営評価委員会においても附属学校園の教育・研究・研修などについて報告・討議がなさ

れている。 

●【大分大学教育学部】 

附属学校園連携統括長、附属教育実践総合センター長、学部事務長、各附属校園長・教頭，附属

校園事務で構成する「王子キャンパス会議」を毎月開催し、附属校園の機能・役割を随時確認して

いる。特に、国や県の教育施策を踏まえて、地域に貢献する附属校園の役割を定めた「附属学校園

機能強化方針」に従った運営に努めている。県教委との「連携協力推進協議会」の中に附属学校部

会を設置し、関係各課と綿密に連携しながら、附属校園の教育研究の取組を推進している。協議会

では、情報共有及び成果検討を行うことで、地域のモデル校園としての機能評価を行い、各附属校

園の運営に反映させている。 

●【鹿児島大学教育学部】 

第４期の中期目標・中期計画【10】において、第４期期間中における各附属学校園のミッション

に係る目標と目標達成のための年度計画を策定するとともに、その進捗状況や達成状況について部

局、大学において点検・評価を行っている。また、教育学部において設置している附属学校園の将

来計画分科会等で評価結果や課題を共有するとともに、改善に向けた協議を行っている。 

●【名称非公開】 

第 4 期中期目標中期計画に附属学校園の目標・計画を示し、地域のモデル校、教育研究校として

の教育研究の展開を学部が支援するとともに、毎月の附属学校園長会議で課題を共有し、学校園の

運営に反映している。 

●【名称非公開】 

各附属学校では、学校運営協議会に大学関係者も委員として参画し、大学、附属、地域のそれぞ

れの立場から意見を出し合って、附属学校の運営を行うとともに、その評価を行っている。また、

教育学部の運営協議会があり、教育委員会、高等学校長等を構成メンバーとして参画いただき、教

育学部の運営評価の中に附属学校についても話し合っている。 

●【名称非公開】 

学内においては、附属学校運営委員会にて中期ビジョン計画に基づいた評価を実施し、学外にお

いては小中それぞれ評議員会を設置して運営することで、評価改善のマネジメントサイクルを実現

している。 
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評価小項目：ガバナンス 

評価指標番号２：附属学校園において、法令等に基づいた教育活動（教育課程の編成・実施）や学

校運営等が適切に実施されているかをチェックする機会を設け、不適切な事案が生じている（生じ

る可能性がある）場合、適切に対応できる組織運営体制となっている。 

（想定される回答者：大学・学部） 
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【評価基準】 

１：大学・学部は、附属学校園において、法令等に基づいた教育活動（教育課程の編成・実施）や学

校運営等が適切に実施されているかをチェックする機会を設け、不適切な事案が生じている（生

じる可能性がある）場合、適切に対応できる組織運営体制について検討している。 

２：大学・学部は、附属学校園において、法令等に基づいた教育活動（教育課程の編成・実施）や学

校運営等が適切に実施されているかをチェックする機会を設け、不適切な事案が生じている（生

じる可能性がある）場合、適切に対応できる組織運営体制について決定し、学内外に提示してい

る。 

３：大学・学部は、附属学校園において、法令等に基づいた教育活動（教育課程の編成・実施）や学

校運営等が適切に実施されているかをチェックする機会を設け、不適切な事案が生じている（生

じる可能性がある）場合、適切に対応できる組織運営体制について決定し、学内外に提示の上、

運営している。 

４：大学・学部は、附属学校園において、法令等に基づいた教育活動（教育課程の編成・実施）や学

校運営等が適切に実施されているかをチェックする機会を設け、不適切な事案が生じている（生

じる可能性がある）場合、適切に対応できる組織運営体制について決定し、学内外に提示の上、

運営・評価を行っている。 

５：大学・学部は、附属学校園において、法令等に基づいた教育活動（教育課程の編成・実施）や学

校運営等が適切に実施されているかをチェックする機会を設け、不適切な事案が生じている（生

じる可能性がある）場合、適切に対応できる組織運営体制について決定し、学内外に提示の上、

運営・評価を行っている。さらに、その評価結果を運営に反映している。 
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具体的好事例の内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●【秋田大学教育文化学部】 

学部の教授から選任された附属学校園長、秋田県教育委員会との交流人事によって県から大学に

派遣される形となる副校園長、副学部長、事務室長等を構成員とする附属学校経営委員会を定期的

に開催し、附属学校の教育活動、学校運営について点検評価・改善にあたっている。各校園では、

学外委員を含む学校評議員会を開催して外部の意見を取り入れている。2014 年から附属学校子ど

もの人権委員会を設置し、いじめ案件等についての情報共有、対策協議を行っている。 

●【山形大学】 

山形大学附属学校運営会議を設置し、毎月定例開催している。法令等に基づいた教育活動や学校

運営等が適切に実施されているかをチェックできるようになっている。 

●【茨城大学教育学部】 

法令遵守に関しても大学のガバナンスとして位置付けており、組織的な対応とモニタリングを実

施している。 

●【上越教育大学】 

  附属学校全体の教育・研究活動や管理運営について統括することを目的として、附属学校統括部

を設置し、学長が指名した理事を統括部長に任命して管理運営を行っている。 

  また、附属学校の運営に関する重要事項を審議するため附属学校運営委員会を置くとともに、同

委員会の下に「附属学校統括部運営専門部会」を設置し、毎月定例開催して連絡調整を行っている。 

●【金沢大学】 

附属学校園を統括する附属学校統括長を置き、各学校園の教育活動や学校運営をチェックし、学

校園間の調整を行っている。 

●【福井大学教育学部】 

教育学部附属学園では、学園を構成する幼稚園、義務教育学校および特別支援学校の校長、副校

長及び教頭、そして、大学教員が就任する正副学園長で構成する附属学園室会議を設置し、同会議

において、各学校園に関する教育活動や学校運営等が適切に実施されているか、確認を行っている。

不適切な事案が生じた場合、各校園長への是正・対応策の指示、学内外に事案の報告・掲示を行っ

ている。また、学内外からの評価結果等を附属学園の運営に反映している。 

●【信州大学教育学部】 

年度当初と年度末に各学校で教育課程の点検を実施し、その結果を教育学部に設置される附属学

校園運営委員会及び大学本部に設置される附属学校運営協議会に報告し、意見交換を行う体制とし

ている。 

●【兵庫教育大学】 

学長を委員長とし、理事・副学長、校園長、副校園長を委員とする「附属学校運営委員会」にお

いて、教育活動、学校運営についての計画・状況を確認しており、不適切事案等について迅速に、

また適切に対応できる運営を行っている。 

●【奈良教育大学】 

本学附属学校園の教育課程の編成に関し、法令等に適合しているかを点検するため、各教科等の

専門性を有する大学教員及び奈良県教育委員会から推薦された者により構成される教育課程点検

ワーキンググループを設置している。また、本学附属小学校における教育課程の実施等について、

今後の健全化に向けた取組の進捗状況を点検するため、大学教員及び奈良県教育委員会から推薦さ

れた者により構成される附属小学校改善・点検特別ワーキンググループを設置している。これらの

点検内容等については、本学ホームページにて公表している。 
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●【島根大学教育学部】 

本附属学校と教育学部の連携を充実させるため，本学部では附属学校部を設置し，附属学校長以

外に管理職として附属学校部長を配置している。また附属学校部長は毎月「附属学校経営会議」を

開催し，附属学校の運営についてモニタリングしている。また法令や学習指導要領に基づいた教育

活動についてのチェック機能を果たしている。こうした内容は附属学園の外部評価委員会に報告さ

れ，委員からの評価・意見を取り入れながら，附属学校の運営に反映させている。 

●【岡山大学教育学部】 

令和 6 年度より附属学校園（4 校園）にスクールロイヤー（週 1 日）や合理的配慮支援員（週 2

日）を配置している。 

●【広島大学】 

各附属学校園の教育課程について、学習指導要領等に沿った適切に運用されているかを学校運営

に関する専門家がチェックを行い、不適切な事案が生じている（生じる可能性がある）場合は改善

を提言する体制を敷いている。 

●【愛媛大学】 

各学校園では、毎年学校関係者評価委員会と第三者評価委員会とを開催し、教育活動と学校運営

が適切に行われているかをチェックする機会を設けている。また、愛媛大学には附属学校園事務課

があり、附属学校園担当の副学長がいる。毎月開催される 5 校園の正副校園長会議には事務課長

が出席するだけではなく、副学長も可能な限り陪席するなど、副学長や事務課が各校園の状況を把

握しながら、各校園長と連絡を密に取り合える環境を作っており、不適切な事案が生じた場合でも、

副学長を中心に、教育学部附属の 4 校園については教育学部長とも連携しながら、大学として適

切に対応できる運営体制になっている。 

●【福岡教育大学】 

月１回の附属学校運営委員会（附属学校部長、副部長：各地区統括担当３名、校園長７名、学内

委員３名、附属学校課職員６名）を定期的に開催し、学校運営等をチェックする機会を設け、運営・

評価を行っている。 

また、不適切な事案に対して、特に令和６年度は、附属学校園独自に個人情報漏洩事案に対する

ガイドラインを策定して公表した。 

●【長崎大学教育学部】 

附属学校園担当副学部長が中心となり学校教育基本法施行規則及び学習指導要領に基づく適切

な教育課程の編成・実施に関する調査を実施している。あわせて，学校・教師が担う職務の適正化

の推進，学校における働き方改革の持効性の向上，持続可能な勤務環境整備等の充実などの現状・

課題についても把握し，収集した情報は附属学校運営協議会で共有できる体制を築いている。 

●【大分大学教育学部】 

連携統括長は、附属四校園管理職，事務職で構成される会議を毎月招集し，大学・学部からの指

示を伝達・実行すると共に、各校園の教育活動、学校運営の状況・計画の把握、および課題等の共

有を行っている。附属四校園の教育課程については、学部長、学部事務長、統括長がそれぞれに管

理し、適切な教育課程の編成･実施について点検している。附属学校園の現状や課題は、統括長か

ら学部長、学部事務長および附属担当理事に適宜報告連絡・チェックする体制が設けられている。

また、大学・学部は、統括長を介して、各種事案発生時の報告連絡を受け、学部のガバナンスで必

要な対応を行う。統括長と各校園長は、常時，相互に報告・連絡・相談できる体制があり、事案発

生時には、迅速な対応および大学・学部への報告を行っている。 
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●【名称非公開】 

毎月実施する附属学校園長会議に学部長・副学部長が出席し、課題を共有するとともに、課題が

ある場合には大学執行部に報告するとともに、学部執行部の指導の下に附属学校の運営に反映して

いる。 

●【名称非公開】 

不適切な事例（その恐れのある事例）について、速やかにスクールロイヤーとも対応を協議し、

附属学校運営委員会にて対応を協議、全学的な対応をすすめた。 
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評価小項目：ガバナンス 

評価指標番号３：附属学校園の組織・管理運営が適切に行われている。【校長による意思決定及び職

員会議の運用、主任制度による適切なマネジメント】 

（想定される回答者：附属学校園） 
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評価指標番号３

【評価基準】 

１：附属学校園は、組織・管理体制が適切に整備されている。 

２：附属学校園は、組織・管理体制が適切に整備され、学内外に提示している。 

３：附属学校園は、組織・管理体制が適切に整備され、学内外に提示の上、運営している。 

４：附属学校園は、組織・管理体制が適切に整備され、学内外に提示の上、運営・評価が行われてい

る。 

５：附属学校園は、組織・管理体制が適切に整備され、学内外に提示の上、運営・評価が行われてい

る。さらに、その評価結果を運営に反映している。 
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具体的好事例の内容： 

  ●【北海道教育大学附属旭川幼稚園】 

評議員会による第三者評価を機能させ、園運営の点検評価を確実に行っている。 

●【北海道教育大学附属函館中学校】 

総合的な学習の時間のカリキュラム及び学習内容について、函館キャンパスと連携して「ワーク

ブック地域課題解決型探究学習＆ICT の基礎基本」という冊子にまとめて、北海道教育大学の学術

リポジトリに登録するとともに、学校内外の関係者に配付。得られた冊子への意見や感想、助言を

踏まえて１年後に改訂版を作成・配付。開かれた教育課程を推進。 

●【北海道教育大学附属札幌中学校】 

学校関係者委員会を適切に行い、評価結果をフィードバックし次年度計画に生かすなどＰＤＣＡ

サイクルを確立している。 

●【北海道教育大学附属函館小学校】 

分掌の主任制度を生かし、PDCA サイクルをしながら業務に取り組んでいる。評価については教

職員・保護者・学校評議員により行い、成果や課題を明らかにして、次の時組に反映させている。 

●【北海道教育大学附属函館幼稚園】 

職員数が不足しているなか、園長を中心に園経営が、副園長を中心に園運営が適切に進められて

いる。現在の体制になってから、教職員の不安が取り除かれ、保護者や学校評議員からもよい評価

を得られている。 

●【北海道教育大学附属札幌小学校】 

大学附属学校室運営のもと、北海道教育大学の 11 の附属学校園にて、学校運営上の課題や対応

実施例について具体を挙げて交流する場が設けられている。 

●【北海道教育大学附属釧路義務教育学校前期課程】 

定期的に自己評価、学校外評価を行い、適切にアセスメントを行っている。その結果を学校経営

に反映している。 

●【弘前大学教育学部附属中学校】 

教育学部長が出席する附属学校運営会議を毎月開催し、各学校園の運営状況を報告し、評価をい

ただいている。 

●【弘前大学教育学部附属幼稚園】 

副担任（非常勤）も含めた職員会議が行われ、必ず園児の情報を交換し、それを基にした保育実

践と園運営が行われている。学校評価を保護者、評議員に行ってもらい、その成果を公表し、園運

営に活かしている。 

●【宮城教育大学附属特別支援学校】 

月１回大学教育研究評議会、附属学校運営委員会での課題や情報共有を学校運営委員会、職員会

議等で検討、合意形成を図っている。学校評価等をホームページに掲載している。 

●【秋田大学教育文化学部附属特別支援学校】 

元行政関係者や福祉関係者、地域の方、元ＰＴＡ会長や元校長（大学関係者）等で構成した学校

評議員会を年２回実施し、評価や助言をいただいている。また、校内では運営・評価委員会を年３

回実施している。保護者アンケートも取り、評価・改善に生かしている。 

●【秋田大学教育文化学部附属中学校】 

１週間に１度、管理職、主幹教諭、研究主任、生徒指導主事、各学年主任による総務委員会と、

１週間に１度、各分掌会議を実施することで、教職員全員の意見を吸い上げ、決定事項を速やかに

共通理解を図ることができるようにしている。 
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●【秋田大学教育文化学部附属小学校】 

６年に一度、外部評価委員会を開催し、地域との連携に関する専門的知見を有する他大学の教授、

県校長会長らによる自己点検表への助言及び学校園の教育活動の視察等をいただいている。評価結

果は報告書にまとめ、成果と課題を大学全体で共有し、経営改善に生かしている。 

●【秋田大学教育文化学部附属幼稚園】 

教職員が連携しながら組織的に園運営を推進することができるように、園内分掌の組織改編を行

い、業務の見直しを図った。分掌を複数担当制にすることで、教職員の負担軽減につながっている。

また、園児の安全確保と遊びの充実を図るため、相談・報告をしやすい職場環境づくりに努め、情

報を共有しながら職務に当たっている。 

●【山形大学附属幼稚園】 

分掌部会、各自の反省のもと、来年度に活かす展望を語る会の中で、全職員で話し合い、来年度

の運営に活かしている。大学側にも運営部の組織があり、担当の運営部に相談しながら、大学と連

携して、よりよい運営ができるようになっている。 

●【山形大学附属中学校】 

学校評議員会において学校経営のグランドデザインを提示し、意見をいただいている。また、生

徒、保護者、職員への学校評価アンケート結果をもとに次年度の経営について検討し改善に努めて

いる。 

●【茨城大学教育学部附属中学校】 

月に一度の職員会議において各主任、校務分掌に基づいた担当からの伝達を行い、組織的に運用

できるようにしている。職員、保護者、学校評議員による学校評価を行い、その結果を運営に反映

している。 

●【茨城大学教育学部附属特別支援学校】 

保護者からの「他部の保護者と情報交換をしたい」という要望を受け、授業参観の日にちを各部

同日に設定したことで、意見交換が活発になり、PTA 運営委員会などが保護者主体で能動的に運

営されるようになった。学校と保護者との意見交換も積極的に行われるようになり、保護者と教職

員の負担軽減を両立できるような PTA 行事の企画運営や学校行事の見直しなどもスムーズに進め

られるようになった。 

●【宇都宮大学共同教育学部附属特別支援学校】 

大学による附属学校学校評価が、毎年実施され、大学から示される評価報告書に基づき、附属学

校の運営に努めている。 

●【群馬大学共同教育学部附属幼稚園】 

職員会議の提案内容について、関係者による事前打合せを行ったり、学年会、主任会、職員の打

合せを行ったりなど、職員間の協力体制の確立を図った。 

●【東京学芸大学附属竹早小学校】 

組織・管理体制を整備し、ＨＰに提示し、年度末に保護者・学校評議員による評価を行い、それ

をもとに次年度の運営計画を策定している。 

●【東京学芸大学附属国際中等教育学校】 

学校組織・管理体制は、学校組織図および分掌表で示され管理機関である大学と共有されている。

各分掌はそれぞれ指定された業務にあたり、年度末には業務について点検・評価を実施している。

学校運営評価については、教職員、生徒、保護者に学校評価アンケートを実施し、学校関係者評価

委員会で評価を行っている。 

●【東京学芸大学附属小金井小学校】 

学校評議員会を年間 3 回開催し、学校経営計画の実現状況を説明したり、授業を参観したりし

ていただいている。年度末には 6 名の学校評議員により、学校関係者評価を実施して、それをホー

ムページで公開し、次年度の計画に反映している。 
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●【東京学芸大学附属小金井中学校】 

校長の意思決定に基づいた学校運営が行われている。学年・分掌ごとに主任が舵取りを行い、学

校組織としての連携が保たれている。これらの取り組みは、学校評議員会などで適切な評価を受け

ている。 

●【東京学芸大学附属竹早中学校】 

各学年、部署で検討した内容を、管理職を含めた主任、養護教諭による運営委員会で検討され、

職員会議にて周知されている。 

●【東京学芸大学附属幼稚園（小金井園舎）】 

大学附属学校園担当部署（附属学校課及び附属学校運営部）との連携及び当該部署が核となり附

属学校園間の連携や情報共有が図られており、それらを含めガバナンスに反映されている。 

●【横浜国立大学教育学部附属特別支援学校】 

各組織ごとに重点目標を作成し、各項目ごとに中間評価、年度末評価を実施し、職員会議等で共

有している。職員会議は集合解散だけでなく、Teams を利用した会議などを実施している。 

●【横浜国立大学附属横浜小学校】 

学校評価での保護者・教員による自己評価をもとに、次年度の学校経営計画を校長が作成し、そ

れをもとに企画会議・職員会議等で全教職員と、学校運営のビジョンを共有し学校教育目標の達成

に向けてすべての教育活動の取組を進めている。学校長のトップダウンではなく、教職員一人ひと

りと年間 3 回にわたる個人面談を実施することで、それぞれの思いや願いを取り入れながら、適

材適所の人事配置をし、学校運営を進めている。 

●【山梨大学教育学部附属幼稚園】 

園長リードのもと、各分掌や主任の業務分担と実施、改善がスムーズに図られている。また、職

員会議を週１回に定例化することで、課題の共有や懸案事項の検討をこまめに重ね、評価、改善に

つなげている。 

●【山梨大学教育学部附属特別支援学校】 

実施した学校評価を保護者に開示するとともに、学校評議委員会において提示し意見や助言をい

ただき学校運営に生かしている。評議委員会では、学校内の事にとどまらず近隣の環境についても

アドバイス等をいただけるころから、関係機関と連携し、すぐに改善につなげることができている。 

●【山梨大学教育学部附属小学校】 

学校運営や教育課程の運用に関する決定は、毎月２回の会議を開催して丁寧に行っている。始め

に、運営委員会（メンバー：管理職、教務主任、学年主任、養護教諭、事務主査）を開き、その後、

職員会議（メンバー：全教職員）を開催している。２段階の会議を設定することで、情報共有や各

分掌等の提案、管理職の意思決定が丁寧且つスムーズに行われる良さがある。さらに、本校では「終

礼」と称して、週２回ほど、放課後の時間に職員全員参加のもと、連絡や緊急・臨時の提案等を行

える機会を設定している。学校の取組は、職員による自己評価や保護者や学校評議員による外部評

価を実施して点検を行い、次年度に活かすようにしている。 

●【新潟大学附属長岡小学校】 

附属学校部が事業計画評価シートを作成している。大学ＨＰで公開し、多くの方の目に触れるよ

うにしている。評価シートは、年間 3 回記入し、附属学校部会議で報告し、指導を受けている。年

度末には、学校運営指導委員の意見に対する改善策を記載し、半年後にはその実現の状況を報告し

ている。 

●【新潟大学附属長岡中学校】 

定期的な附属学校園会議によって、事業評価が共有されている。 
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●【新潟大学附属新潟小学校】 

当校は、学校運営協議会やＰＴＡの会などを定期的に開催し、保護者や地域の代表、学識者の方

などと情報交換や熟議を重ねている。その際、学校の実情や課題、学校運営方針などを校長が中心

となって説明しており、これらの情報交換や熟議を通しながら、各種成果などを学校だよりなどで

発信している。また、評価をもとに改善点を明らかにして対応している。 

●【上越教育大学附属 幼稚園、小学校、中学校】 

令和５年度から県教育委員会との人事交流で派遣された専任教員が校園長を務め、主任制度によ

り校務を分掌し、毎週行う職員会議等の機会に、校長により意思決定がなされ管理運営を行ってい

る。また、学長が理事の内から指名した者を統括部長とし、その総括部長と各校園長を構成員とす

る「附属学校統括部運営専門部会」を毎月定例的に開催して、運営状況や諸課題などを情報共有し

ており、運営に関する重要事項に関しては、附属学校運営委員会で審議する体制を構築している。 

●【富山大学教育学部附属中学校】 

学校の組織管理体制については、保護者や学校評議員に提示しているとともに、それぞれから評

価をいただいて学校運営に生かしている。また附属学校園の自己点検評価委員会が設置されてお

り、その場においても様々な意見をいただき、学校運営に生かしている。 

●【金沢大学人間社会学域学校教育学類附属小学校】 

保護者アンケートも取り、学校自己評価と合わせて次年度の計画を立てている。 

●【金沢大学人間社会学域学校教育学類附属特別支援学校】 

校長が学校経営方針を職員会議等で明確に示し，調和のとれた校務分掌をつくり各主任（主事）

がミドルリーダーとしての役割を果たしながら学校運営が行われている。校長の学校経営に対して

学校評議員がそれぞれの専門性の観点から評価を行いアドバイスをしている。 

●【金沢大学人間社会学域学校教育学類附属幼稚園】 

附属学校園管理運営委員会を設置し、附属学校園の管理運営に関して協議等を実施。園の運営に

関しては、園務運営計画を作成し、園の運営方針、組織体制を明確にし運営している。毎年見直し、

改善しながら進めている。 

●【金沢大学人間社会学域学校教育学類附属中学校】 

学校運営計画を策定，４月の職員会議で教職員と確認した上でホームページにアップし，年２回

～３回，学校運営計画に基づいた内部評価を教職員全員からあつめ，その結果を運営に活かす。（今

年度からの取組で，運営に活かすところはこれからなので，評価は４にしております。） 

●【福井大学教育学部附属義務教育学校】 

前期課程、後期課程それぞれ毎週１回主任会が開催されて学校運営等について協議し、それぞれ

毎月開催される職員会議で共有されている。また、義務教育学校として各課程の管理職やその都度

必要なメンバーで、毎週１回運営委員会を開催しており、学校全体の管理運営や幼稚園との連携等

について共通理解している。校長はこれら全ての会議に参加し、学校園の運営をリードしている。 

●【福井大学教育学部附属特別支援学校】 

年度初めに教職員に対し、校務分掌や学級編成が示される。これらは、昨年度の教職員の希望調

査を踏まえて、学校運営上の課題を改善するための組織案を学校長が提案し、運営委員会で検討し

たものである。これらは、年度末までに、教員に対して行われるアンケートによって評価され、そ

の結果は教員や学校評議員に示される。 
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●【信州大学附属長野小学校】 

一週間に一回、校長が職員会議（終礼）を開催し、今後行う予定である事業の計画案等を審議し、

決定している。また、校長は、教頭、主幹教諭、学年主任、研究主任、教育実習主任、研修主任等

のメンバーによる教務会を組織し、学校運営の方向性について指導し、学校教育目標の具現に向け

て、組織的な取組を行っている。さらに、校務分掌等の学校の組織について、学校要覧や学校だよ

り等で学内外にも周知したり、学校評議員会等の場でも意見を聞き、学校運営の改善に生かしてい

る。 

●【信州大学教育学部附属長野中学校】 

校務分掌の概要については学校要覧にて保護者や関係者に周知し、また組織運営については地域

代表者、教育関係者、教育行政関係者、保護者等で組織される学校評議員会にて説明して、学校運

営についての意見を得ている。学校の意志決定については、行事等の計画案審議や生徒指導の情報

共有を行うための、月 1 回程度の企画調整会議（教務会・主任会的な役割）における各主任の討議

をもとに校長が方向性を判断、また、中長期的に検討が必要な事項については、3 つのプロジェク

トを編成して校長が学校行事、学習指導案、学習評価の在り方について諮問し、答申を得て、校長

の責任において意志決定することとしている。 

●【信州大学教育学部附属特別支援学校】 

附属学校園の運営について、大学教授である統括長より日常的に指導、助言を受け、学校運営に

生かしている。月１回行われる附属運営委員会や、年２回行われる附属運営協議会で、大学・学部

に報告し、その評価を学校運営の改善につなげている。また、地域の有識者で構成された学校評議

員会を年２回行い、学校運営について、ご意見をいただき、改善に生かしている。 

●【信州大学教育学部附属松本小学校・附属幼稚園】 

毎年、学校運営基本計画を定め、その中において校務分掌組織表を作成し、管理体制を明示して

いる。この管理体制は、学校要覧にて保護者にも周知を図っている。また、運営・評価については、

学期ごとに振り返りを行い、改善が必要と判断すれば学期の途中でも修正を図り運営に反映させて

いる。修正にあたっては、係提案→教務会検討→校長決済の手順を踏んでいる。 

●【岐阜大学教育学部附属小中学校】 

校長が示す「学校経営方針」を踏まえて、学校運営機構を編成し、教務及び校務において職員の

役割を位置付け、管理体制を整えている。また、この管理体制を全職員で共有するとともに保護者

にも周知し、定期的にアンケートを実施して運営に反映させている。 

●【愛知教育大学附属名古屋中学校】 

学校の管理・運営面等において、毎年全教職員から反省をとり、その結果を次年度の学校運営に

反映している。 

●【愛知教育大学附属岡崎小学校】 

本校では、４月に発行する「学校要覧」に組織体制を記載して学内外に提示をしている。また、

校務分掌の主任による学校教育活動計画を役職者で点検した上で校長による意思決定（決裁）を行

ったり、職員会議は協議事項と連絡事項を分けて、協議事項については職員の意見を受けたうえで

校長による意思決定（決裁）を行っている。教員、保護者、児童への学校評価アンケートを実施し

て結果をホームページで公開したり、学校評議員に提示して指導・助言を受けたりして、学校運営

にはい遺影できるように取り組んでいる。 

●【大阪教育大学附属池田中学校】 

年度当初に学校評議員において，学校経営方針や学校評価アンケートを示し協議を行っている

（P）。その後実践（D)，学校評価アンケートを実施し，学校内評価（自己評価）を教職員全員で行

い，その評価に対して学校評議員から評価（学校関係者評価）をいただいている（C)。それを元に

改善を図っている（A)。いわゆる PDCA サイクルを確立している。また，アンケート結果，評価

結果は HP で公表している。 
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●【大阪教育大学附属高等学校平野校舎】 

さらなる働き方改革に向けた学長および機構長（校長）からの通知を教職員に周知し、改革への

取り組みを推進している。また、それを進める上で必要な条件を考え、改善に向け努力できている。 

●【大阪教育大学天王寺中学校】 

学校評議員からのアドバイスにより、自己評価アンケート項目に「生徒であることの誇り」に関

する内容を増設した。アンケート結果は良好で、学校への所属意識が高く保たれていることがわか

った。 

●【兵庫教育大学附属学校園】 

各校園の組織運営については、各種主任等のミドルリーダーが学年や各部会を運営しているとと

もに、重要事項については、管理職や主任を中心として組織された企画運営会議において原案をま

とめ、職員会議で意見聴取した上、校長が意思決定を行っている。このような体制で行われた学校

運営については、学校運営協議会において評価が行われている。 

●【神戸大学附属幼稚園】 

設置目的及びミッションについて園則に明記するとともに、大学の中期目標・中期計画、さらに

各年度の年次計画にその目的・ミッションに応じた目標を掲げ、計画を立てて実施している。さら

にその計画についての実施結果について、自己評価と大学による評価を行い、その評価結果をフィ

ードバックさせている。 

●【島根大学教育学部附属学校園】 

本附属学校園は、義務教育学校（前期課程・後期課程）と幼稚園に専任の校長（園長兼務）が置

かれ、義務教育学校前期課程、後期課程、幼稚園の３名の副校園長と共に学校園経営を行っている。 

●【島根大学教育学部附属義務教育学校】 

校長の学校園経営方針の浸透を図るために、校長から教職員便り「附属のきずな」が不定期に発

行されている。前期課程、後期課程、幼稚園それぞれの職員会議に加え、学校園全体の合同職員会

議を定期的に行うなど、研究面でも組織運営の面でも、幼稚園から後期課程までの一貫教育体制が

整っている。 

●【島根大学教育学部附属幼稚園】 

校長（園長）の学校園経営方針の浸透を図るために、校長（園長）から教職員便り「附属のきず

な」が不定期に発行されている。前期課程、後期課程、幼稚園それぞれの職員会議に加え、学校園

全体の合同職員会議を定期的に行うなど、研究面でも組織運営の面でも、幼稚園から後期課程まで

の一貫教育体制が整っている。 

●【広島大学附属東雲中学校】 

学校評価委員会を設置し、目標、自己評価、それに基づく外部の方からの学校運営に関するアド

バイスをいただく 

●【広島大学附属幼稚園（三原園舎）】 

園長の学校経営案をもとに学校評価表を作成し、個々の業績評価に反映させることで学校経営案

の実現を目指した日常の実践がなされている。 

●【広島大学附属小学校】 

年度に一度大学の評価委員長，評価委員が来校し，校長，副校長，地区担当事務室主査との面談，

教室訪問，表簿の閲覧，評価委員会からの講評を行い，成果と課題を明らかにし，学校運営に反映

させている。 

●【広島大学附属福山中学校】 

組織・管理体制を適切に整備し、学校運営機構として WEｂ（校内 teams）や学校案内に明記し

て運営している。附属学校支援グループ機能強化担当室長が来校して点検評価し、その評価結果を

もとに運営を行っている。 
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●【広島大学附属福山高等学校】 

学校案内に学校運営機構（抜粋）を明示している。附属学校支援グループ機能強化担当室長に学

校運営機構を確認していただき、助言・支援を受けている。その助言を基に学校を運営している。 

●【鳴門教育大学附属小学校】 

職員会の前段階として、主任者を集めての企画会をもち、校長による意思決定に対して、共通理

解を図る場を設けている。 

●【鳴門教育大学附属中学校】 

学校運営協議会を実施し、そこでの意見を学校経営に反映している。 

●【香川大学教育学部附属坂出中学校】 

保護者による評価、学校評議員による評価、附属学校園運営会議（県教育委員会参加）による評

価、四附連による評価等を踏まえ、学校改善に生かしている。 

●【香川大学教育学部附属坂出小学校】 

副校長の提案により日課の見直しが成され、月曜は全校生が５時間授業で下校している。その分、

放課後の研究集会の時間が前倒しされ、終了時刻を早くすることができている。 

●【愛媛大学附属５校園（愛媛大学教育学部附属幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校、愛媛大学

附属高等学校）】 

第 4 期中期目標・計画期間において、三つの中期計画を設定している。具体的には、1）学部と

連携し、研究会等を通してその先導的な教育モデルを展開、2）五つの附属学校園の特色を活かし、

組織的な連携協働による現代的教育課題への対応、3）大学と連携した多様で高度な教育を提供す

る体制を整備し、連携による教育モデル開発と実践の推進、である。各附属学校園でスクールポリ

シーの策定を行い、各学校園のウェブページで公開した。また、本年度末には、学部・研究科等及

び各種連携機関との協働による地域の教育課題の集約を行う予定である。 

●【高知大学教育学部附属特別支援学校】 

学校運営機構及び校務分掌、危機管理体制等、運営委員会で見直し、検討し、年度当初の組織職

員会で全体周知して示し、学校要覧でも掲載し、内外に示している。それぞれの部署の年間計画、

活動方針を年度当初の組織職員会で確認し、分掌部会等で活動内容の見直し、検討を行い、年度末

の反省職員会で全体周知し、次年度の運営に生かしている。 

●【高知大学教育学部附属幼稚園】 

幼稚園要覧を作成し地域等へ組織体制を示すとともに、PTA 総会やクラス懇談会にて保護者へ

組織体制や目標などの取組計画を具体的に発信している。また、学校評価や必要な行事ごとの保護

者アンケートを実施し、結果は意見への回答を含めてすべて公表し、事後の運営に反映している。

また、学校評議委員会や附属学校園運営委員会の場で、運営や研究等の状況を示し、受けた評価を

基に運営の改善を行っている。 

●【福岡教育大学附属福岡小学校】 

校務機構組織図には、主に５つの部（教務部、研究部、生徒指導部、大学連携部、情報部）での

業務内容や担当者を掲載して可視化。それを掲示すると共に、端末からも見ることができるように

している。運営改善のために、事前に起案・検討、実施後に総括している。 

●【福岡教育大学附属久留米中学校】 

校長のリーダーシップのもと教務、研究、生徒指導の各主任が定期的に部会を開き業務遂行を行

っている。毎週の運営委員会において、各部会の業務状況を協議し各部会の遂行状況を把握すると

ともに、１期（３か月）ごとに評価を行い全職員で共有している。共有後は、改善策を次の３か月

へ反映し、常に更新した校務分掌の運営を行う PDCA サイクルを組織的、計画的に実施している。 

●【福岡教育大学附属幼稚園】 

園長のリーダーシップの下、明確なビジョンを示している。効率的な職員会議の運営を主幹教諭

(園内教頭)に指示し、最終的な意思決定は園長が行っている。 
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●【福岡教育大学附属久留米小学校】 

校務分掌担当者が主体的に役割を果たそうと取組を進めている。１学期末には、教頭、教務の指

示の基に、各担当者が取組の加太と改善案を提出し、職員会議で協議してよりよい策にして共有し、

２学期に共通実践をしている。 

●【福岡教育大学附属小倉中学校】 

年度の初めに示した経営方針のうち、特に重点目標を意識して取り組めるよう、適宜提示したり、

説明したりしながら、各学年、各分掌に下ろしている。年度の終わりに自己評価、分析を行い、学

校評議会で指導助言をいただき、次年度、改善につなげていく。 

●【福岡教育大学附属小倉小学校】 

学校の組織・管理運営について保護者アンケートを実施し、保護者から出された要望等について

全職員で「緊急性」「有効性」「実現可能性」の観点で検討し、次年度の運営に反映した。 

●【福岡教育大学附属福岡中学校】 

運営員会・職員会議を適切に運用し、校長の意思決定にもとづく学校運営を行っている。また、

研究推進についても、研究推進委員会を活用し、研究の方向性を的確に定めながら行っている。 

●【長崎大学教育学部附属中学校】 

生徒・保護者への学校評価アンケート実施に加え、外部委員を含む学校評議員会を開催し、いた

だいた評価結果をその後の学校運営に反映させている。 

●【長崎大学教育学部附属特別支援学校】 

児童生徒・保護者へのアンケート、教職員の自己評価アンケート実施に加え、外部委員を含む学

校評議員会を開催し、いただいた評価結果をその後の学校運営に反映させている。 

●【長崎大学教育学部附属幼稚園】 

保護者への学校評価アンケートや学校評議委員会での意見を学校運営に生かしている。 

●【大分大学教育学部附属小学校】 

毎年度始めに学校運営組織図を基に、全教職員で組織体制について共通理解している。各校務分

掌主任の業務内容と目標管理を連動させたり、学校評価に学校運営組織についての項目を設けたり

して、評価を受けている。学校評価については、学校評議委員からの評価を受け、年度内に次年度

の学校評価の修正箇所を明確にし、引継を行っている。 

●【大分大学教育学部附属特別支援学校】 

学校運用組織図（学校要覧に記載）を基に、校内組織体制の共通理解を図っている。年度初めに

は、校長による当年度の学校枝運営の概要、重点的取組について教員、保護者、学校評議委員に対

して説明を行っている。各学部・分掌での取組については週２回の経営会議にて検討・共通理解を

行いつつ、職員会議等において周知徹底を図っている。目標管理（各教員）や学校評価アンケート

（保護者、学校評議員）等も踏まえて取組・業務改善を行っている。 

●【鹿児島大学教育学部附属中学校】 

組織運営の基本として、校務に関することは職員会議での提案を通して全職員の共通理解のもと

で実践される。職員会議前には各校務担当職員が各主任又は各主事に提案をし、各主任又は各主事

が企画委員会に持ち寄り協議する流れをとっている。また、年２回学校評価を行い、その内容を職

員会議で取り上げ、次期・次年度の運営に反映している。 

●【鹿児島大学教育学部附属小学校】 

教育学部と共同し，質の高い教育実習の在り方について企画・検討する組織体制を整備しており，

教職の魅力を伝える教育実習を実施している。 
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●【鹿児島大学教育学部附属特別支援学校】 

学校運営に必要な業務等を精査したり，重複がないか確認したりした上で校務分掌組織を組織し

ている。各業務については，校長に決裁を受ける手続き等を明確かつ簡潔にすることで，円滑に業

務を行うことができるようにしている。年度ごとに学校評価を行い，その結果を翌年度の学校運営

に生かすための仕組みを構築している。 

●【名称非公開】 

学校評価の結果と分析を生徒・保護者にも開示し、PDCA サイクルによる改善を心がけている。 

●【名称非公開】 

学校評価を、教員、保護者、学校評議員で行っている。 

●【名称非公開】 

毎年度作成している「自己点検・評価シート」において、学校経営について具体的な目標と評価

指標を設定し、年度末に評価・分析をするとともに、次年度の学校経営に生かしている。 

●【名称非公開】 

学校評議委員会の評価を公表し次年度に生かしている 

●【名称非公開】 

毎年度、学校運営協議会を３回程度実施。大学教員、保護者、地域自治会、福祉関係者、企業・

事業所等の方に委員をお願いし、学校運営のビジョン・方針を提案し承認いただくとともに年度末

には取組運営の評価の承認を得ている。加えて HP にも掲載し内外に発信している。 

●【名称非公開】 

学校運営協議会を年３回開催し、保護者、地域住民、学識経験者等から構成される委員に点検・

評価を受けている。また、学校評価アンケートを実施し、それらを学校運営に反映させている。 

●【名称非公開】 

定期的に開催される附属学校園運営委員会において、組織・管理体制の適切な整備を説明し、実

地の学校訪問において、その運用状況を確認している。加えて、教育委員会による学校訪問が年 2

回実施され、運営について評価と指導が行われている。 

●【名称非公開】 

組織・管理体制については，学校運営協議会及び，県教育委員会の学校訪問や大学訪問において

承認されている。また，年に 2 回の学校評価アンケートを実施し，その結果を公開するとともに，

学校運営の改善に生かしている。適材適所による組織体制が整備され，教職員のよさを生かした学

校運営を行うことができている。組織・管理体制については，ＰＴＡ総会やホームページ，学校だ

より等でも広く情報公開を行っている。 
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評価小項目：ガバナンス 

評価指標番号４：教育課程の編成・実施が適切に行われている。【年間指導計画等の指導計画の内容

及び観点別評価等の学習評価の運用、教科書の使用】 

（想定される回答者：附属学校園） 
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評価指標番号４

【評価基準】 

１：附属学校園は、教育課程が適切に編成・実施されている。 

２：附属学校園は、教育課程が適切に編成・実施され、チェックする体制を検討している。 

３：附属学校園は、教育課程が適切に編成・実施され、チェックする体制を整備の上、運営している。 

４：附属学校園は、教育課程が適切に編成・実施され、チェックする体制を整備の上、運営・評価が

行われている。 

５：附属学校園は、教育課程が適切に編成・実施され、チェックする体制を整備の上、運営・評価が

行われている。さらに、その評価結果を運営に反映している。 
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具体的好事例の内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【北海道教育大学附属旭川幼稚園】 

教育課程の PDCA サイクルと各クラスの保育実践の振り返りを一体化させ、常に実践と改善が

繰り返されるように工夫している。 

●【北海道教育大学附属函館中学校】 

第三者評価を基にした教育課程の見直しを絶え間なく実施。 

●【北海道教育大学附属札幌中学校】 

年度ごとの評価ではなく、月ごとの評価を行い、適切な運用に努めている。 

●【北海道教育大学附属函館小学校】 

評価に関しては、教職員や学校評議員の他に、教育研究大会や学力向上セミナーへの参会者の意

見も取り入れている。特に後者については必要に応じて意見を生かしながら教育課程に反映させる

などしている。 

●【北海道教育大学附属函館幼稚園】 

毎週行われている教職員による保育ミーティングでの評価や反省、改善策などを記録に残し、年

度末にはその記録をもとに次年度に向けて話し合い、教育課程に生かしている。 

●【北海道教育大学附属特別支援学校】 

各教科等を合わせた指導で取り扱った各教科の内容をシステムで管理できるようにしている 

●【北海道教育大学附属札幌小学校】 

札幌学校園の小中合同会議を設け、総合的な学習の時間を中核とした教育課程の見直しを図って

いる。 

●【弘前大学教育学部附属小学校】 

本校では２学期制の教育課程を編制している。教育実習を担う学校として、前期、教育実習が入

る時期の教育課程については、遅れやズレを調整して、１０月半ばからの後期で柔軟に調整する仕

組である。 

●【弘前大学教育学部附属中学校】 

教科部会を年９回実施して指導状況を確認するとともに、運営会議を毎月開催して行事反省を行

っている。 

●【弘前大学教育学部附属幼稚園】 

2 週案を作成し、その報告を 2 週間毎に行い、意見を交換している。また、それを基にした定期

的な事例検討会をし「10 の姿」に基づいて分析している。 

●【宮城教育大学附属特別支援学校】 

学校教育課程委員会の活用、学校評議員会等の外部からの評価を受け、学校運営に反映させてい

る。 

●【宮城教育大学付属幼稚園】 

校内研究でも教育課程を掲げており、日々教育課程を意識した取り組みが行われている。校内研

究の会議でも、PDCA サイクルを意識した取り組みを行っている。 

●【秋田大学教育文化学部附属特別支援学校】 

管理職、主事、主任等で教育課程の検討・評価についての委員会を年３回実施している。その結

果を全校研究会で全職員に周知し、年度末のみならず、年度途中の修正・改善を行っている。 

●【秋田大学教育文化学部附属中学校】 

研究部による年３回の各教科の指導内容と学習評価の点検があり、また、年２回生徒による授業

評価を実施し、評価結果を授業改善に生かしている。 
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  ●【秋田大学教育文化学部附属小学校】 

年度計画を策定し、具体的な指標に基づいた進捗状況の点検を定期的に実施している。達成状況

を数値で評価できる項目については中長期的な目標を明確にし、ショートスパンでの評価を行うこ

とにより、教育活動の改善に結び付けている。 

●【秋田大学教育文化学部附属幼稚園】 

幼小の円滑な接続など今日的な課題も踏まえた上で、教育課程の再編成に取り組んでいる。各年

齢の週日案やエピソード記録など幼児の具体的な遊びの姿を基に、保育カンファレンスを実施し、

発達の姿をとらえ直して教育課程を見直していくこととしている。今年度は特に 3 歳児の再編成

に重点的に取り組んでいる。 

●【山形大学附属幼稚園】 

行事等が実施されて、全職員から反省をもらい、次の年に提案する場合は、昨年度の反省も一緒

に出して提案している。 

●【山形大学附属中学校】 

前年度踏襲ではなく、昨今の教育課題の解決の視点から編成を行っている。 

●【茨城大学教育学部附属中学校】 

職員、保護者、学校評議員による学校評価を行い、その結果を運営に反映している。 

●【茨城大学教育学部附属特別支援学校】 

学校研究と連動した教育課程の見直しを図り、内面を豊かにする「音・美・体」の授業を主要教

科に据えた「子供たちの感性や感覚を育てる教育」に対しては、保護者や学校評議員の皆様から好

評価をいただいている。教員の実践や研修の様子を研究だよりや学校だより、研究をまとめたリー

フレット等で積極的に発信したことで、現在本校がどのような方針で取り組んでいるのかを理解し

ていただいていると考える。 

●【茨城大学教育学部附属小学校】 

これまでの教育課程を見直し、社会のニーズに合った教育課程を編成し、次年度実施する予定で

ある。 

●【宇都宮大学共同教育学部附属中学校】 

教育課程については毎年全教員で協議して決定している。前年度の内に学校行事検討委員会を開

き、開催時期や方法についても検討している。さらに学校評議員や PTA 役員・運営委員の方々に

もチェックしていただくなどしている。その際の意見を参考にしながら最終的に決定している。 

●【宇都宮大学共同教育学部附属小学校】 

各教科のチェックだけでなく、研究主任を中心とした委員会を設置し、運営・評価を行い、確実

に次年度に反映できるようにしている。 

●【群馬大学共同教育学部附属特別支援学校】 

定期的に教育課程に関する委員会を実施し、評価・改善案を挙げて運営委員会で協議し運営して

いる。 

●【群馬大学共同教育学部附属幼稚園】 

園の幼児の発達の様相より、期ごとにねらい、内容、環境の構成の視点を定め、教育課程を編成

し、実施している。日々の子どもたちの様子や事例等を通して、教職員で見直しを図っている。 

●【千葉大学教育学部附属幼稚園】 

教育課程については担任が年 5 回評価を行っている。また、園全体では年に 2 回協議をする日

を年間計画に設定し、見直した上で評価結果を次年度に反映するようにしている。 
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●【東京学芸大学附属竹早小学校】 

教育課程特例校の教育課程を編成・実施し、年度末に保護者・学校評議員による評価を行い、そ

れをもとに次年度の運営に生かしている。 

●【東京学芸大学附属国際中等教育学校】 

教育課程については教務部が業務にあたり、学習指導要領改訂に合わせてカリキュラム委員会を

指揮する。IB 委員会によるカリキュラム評価も随時行われている。年度末に点検・評価を行い、

翌年度に反省が生かされるよう PDCA サイクルを回している。 

●【東京学芸大学附属大泉小学校】 

IB 教育の初等教育プログラム（PYP）を実施するため、教育課程特例校の認定を受けている。 

●【東京学芸大学附属小金井中学校】 

教育課程の適切な実施について、毎週の点検を行っている。時間割を固定せずに毎週変わる形式

を採用することで、教科ごとの授業時間数の調整を可能としている。これらの取り組みの成果を、

次年度の教育課程の編成に活かしている。 

●【東京学芸大学附属竹早中学校】 

教育課程委員会を設置しており、必要に応じて確認、検討を行い、全体に共有している。 

●【東京学芸大学附属幼稚園（小金井園舎）】 

（前述同様）大学附属学校園担当部署（附属学校課及び附属学校運営部）との連携及び当該部署

が核となり附属学校園間の連携や情報共有が図られており、それらを含めガバナンスに反映されて

いる。 

●【横浜国立大学附属横浜小学校】 

評価部会のイニシアチブのもと、年度当初に評価の考え方について資料を作成し、全職員で研修

を行っている。各学年で作成する試験問題も、内容を各学年ごとに何度も検討を重ね信頼性高い作

問に取り組んでいる。また、教育課程をグランドデザインに表し、全職員で共有している。職員面

談の際にも、各担任の取組がグランドデザインのどの部分に位置づくのか確認し、価値づけている。 

●【山梨大学教育学部附属幼稚園】 

毎週の職員会議の議題として週案の検討を位置づけ、教育課程とのつながりや前週の幼児の実態

を考慮しながら、保育実施前に職員間で検討を重ねている。また同時に、前週の保育を振り返るこ

とも含めて、評価・改善にいかしている。 

●【山梨大学教育学部附属特別支援学校】 

日常的には各学部を中心に、PDCA サイクルに則り、実践、評価を行っている。学期ごとに、教

職員全員で「教育課程反省会・学習状況報告会」を実施し、結果を踏まえてカリキュラムマネジメ

ントを行い学校運営に生かしている。 

●【山梨大学教育学部附属小学校】 

教育課程の編成に関しては学習指導要領に則り、また本校の実態に合わせながら適切に計画・運

用している。また、その教育課程に沿って教科書を主とした教材として、計画的に授業を進めてい

る。さらに、都度、取り組みを振り返り、その課題や成果を次の単元や活動及び次年度に反映する

ように努めている。 

●【新潟大学附属長岡小学校】 

文部科学省の研究開発学校に指定されている。運営指導委員の厳しい評価を受けて、教育課程の

不断の見直しを継続している。また、保護者に対する学校評価アンケートをもとに、保護者会役員

会からご意見をいただき、教育課程の改善を図っている。 

●【新潟大学附属新潟中学校】 

昨年度まで教育課程研究を行っていた。成果と課題を学校運営に反映し実行できている。 
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●【新潟大学附属新潟小学校】 

教育課程の編成・実施については、当校の児童の実態から身につけさせたい資質・能力を「独創

力」と定め、独創力が発揮させられるような学習デザインや働き掛けを探る研究に取り組み、子供

の授業での姿をもとにどのような教育課程にしていくとよいか改善点について全職員で協議し明

らかにして、年度中に変更したり次年度の計画に反映させたりしている。 

●【上越教育大学附属 幼稚園、小学校、中学校】 

  教育課程の編成・実施に関して、教頭、主幹教諭を中心とする教育課程部を組織し、各教科等毎

の担当を指名しており、定例で会議を開催し相互に実施状況を情報共有するなど適切な運用に努め

ている。 

●【金沢大学人間社会学域学校教育学類附属小学校】 

毎週、教育課程が適切に実施されているかを教務及び管理職で複数チェックを行っている。学級

担任が１年間実施した振り返りをもとに次年度の教育課程の修正を行っている。 

●【金沢大学人間社会学域学校教育学類附属特別支援学校】 

教育課程委員会を適宜開き各教科・領域等の計画・実践・評価を行い，それに基づく改善をして

いる。研究開発指定学校を長年にわたり受けていることもあり,学校外の方々からも計画や評価に

ついて助言を受ける機会に恵まれている。 

●【福井大学教育学部附属特別支援学校】 

年度初めにスクールプラン、人権教育および道徳教育全体計画、個別プランを確認し、教育課程

を実施している。教頭と保護者に対し、アンケートによる評価を行っている。評価結果は、教頭、

保護者と学校評議員に示される。これらを基にして次年度の教育課程を改善している。 

●【信州大学附属長野小学校】 

教育課程編成時に、年間指導計画が学習指導要領に示された履修すべき内容が網羅されている

か、決められた時数を満たしているかを校長、教頭、主幹教諭で点検している。また、実際に授業

を行って行く中で、履修すべき内容が網羅されているか、時数を満たしているか、教科書が使用さ

れているかについて、定期的に校長、教頭、主幹教諭で点検し、その結果を学部へ「適切な教育課

程の編成・実施等に関する自己点検表」として提出し、確認・評価を受けている。 

●【信州大学教育学部附属長野中学校】 

教育課程の編成及び実施にあたっては、学校教育法施行規則第 73 条別表第二に示された各教

科・領域の授業時数を基に、教育課程特例校指定により設定した新設教科の時数も加味した年間計

画を作成するとともに、月ごとに時間数を管理して、不足が生じないようにしている。また各教科

の年間指導計画と評価計画を全職員で検討するとともに、教育課程の適正な実施について点検し、

校長が学部に報告したり、年度末に学事の報告を作成して全家庭に配布したりしている。さらに学

習評価については、定期テスト問題を管理職が点検するとともに、3 観点に基づくパフォーマンス

評価の在り方について、プロジェクトで検討をしている。 

●【信州大学教育学部附属特別支援学校】 

教育課程の適切な編成・実施についてチェックする評価項目を毎年、附属学校園の校長及び附属

運営委員会で検討後、大学教授である附属学校園の統括長が評価項目に基づいて、７月と２月にチ

ェックし、教育課程の編成・実施が適切に行われているか点検している。点検した結果は、後期及

び次年度の運営に生かしている。 

●【信州大学教育学部附属松本小学校・附属幼稚園】 

毎年、学校運営基本計画を定め、その中において教育課程における年間指導計画・担当職員を明

示している。また、学部と連携しながら適切な教育課程の編成・実施における自己点検の項目を定

め定期的に運営を振り返り、その結果を次年度の運営に反映させている。例えば令和６年度は評価

結果を受け書写専科を新たに設けた。 
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●【信州大学教育学部附属松本中学校】 

学校基本計画において計画を定め、年間指導計画とともに確認している。また、教育課程及び学

習評価の担当職員を決め、明示している。担当職員を中心に、年度途中のチェックを行った運営を

行い、学習評価については年度末の反省をもとに次年度の実施に反映させている。R6 年度は、生

徒にとって教科横断的に学べるような単元配列について検討、実施している。 

●【愛知教育大学附属名古屋中学校】 

教育課程を含む、学校経営案にある全ての項目について反省をとり、次年度に向けて各見解を挙

げて反映している。 

●【滋賀大学教育学附属幼稚園】 

教育課程をもとに中長期の指導計画を立案し、保育を展開している。また、毎年の研究成果を反

映し、職員全体で協議の上更新を行っていると共に、年度末に向けての園評価の指針の一つとして

いる。また、県の幼児教育の質向上推進に向けて研究会参加者等に譲渡している（有償）。 

●【京都教育大学附属桃山中学校】 

各教科や道徳などの時数が明確に計算され、実施状況と残時数が共有できるようにしている。 

●【大阪教育大学附属平野小学校】 

昨年度まで教育課程特例校として、また、今年度は研究開発指定校として、新教科を中心とした

教育課程編成を行っている。運営指導委員の先生方のご指導はもとより、子どもたち保護者へのア

ンケートを実施し、それを反映しながら、子どもたちが探究活動に没頭できるような教育課程の編

成を行っている。また、学校説明会とは別に新教科を軸にした学校教育活動に関して、学期に 1 回

説明会を開催し、その場でも保護者の意見を吸い上げ反映している。 

●【大阪教育大学附属高等学校平野校舎】 

分掌・学年を中心に各教科科目において、年間指導計画を立て指導を進めている。指導計画の内

容を評価（観点別評価）の都度フィードバックし、教科内外で協議して学習指導に活かしている。 

●【大阪教育大学天王寺中学校】 

保護者の代表からなる学校評価委員会からの指摘を受け、教科や分掌の目標設定を毎年修正して

いる。 

●【兵庫教育大学附属学校園】 

教育課程の編成にあたっては、校園長が作成した原案について学校運営協議会において検討する

とともに、附属学校運営員会で審議することにより適切に編成されている。このように編成された

教育課程において実施された学校運営については、学校運営協議会において評価が行われ、その評

価結果を運営に反映している。 

●【神戸大学附属特別支援学校】 

教務部会が編成した教育課程をカリキュラム検討委員会により再検討し、実施している。年間指

導計画の内容と評価の観点については学部会での論議を経た後、管理職が点検、指導を行っている。 

●【神戸大学附属幼稚園】 

教育課程については、幼稚園教育要領との対応を明確に示すとともに、各学期毎に教育課程、長

期指導計画を、実践記録やドキュメンテーション等を根拠として見直しを行い、年度末には、その

年度に集約した変更点を明示しつつホームページに改訂版を公開している。 

●【奈良教育大学附属小学校】 

令和５年度から今年度にかけて、教育課程の根本的な点検・改善を行っているところ。 
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●【島根大学教育学部附属義務教育学校】 

教育課程の編成・実施は、学習指導要領を踏まえて作成された年間指導計画、評価計画に基づい

て適切に行われている。授業時数確保のため、教員の勤務状況に基づいて、教務部により毎週時間

割が作成され、達成状況をその都度チェックし、時間割に反映している。年度末には教育課程の実

施状況について自己評価を行い、次年度に向けて改善を図っている。教科書は、主たる教材として、

適切に活用している。 

●【島根大学教育学部附属幼稚園】 

教育課程の編成・実施は、幼稚園指導要領を踏まえて作成された附属幼稚園教育課程および年間

指導計画に基づいて適切に行われている。また、前期課程と協働で作成した「架け橋期カリキュラ

ム」、園経営の特色である「木育カリキュラム」を作成し、各カリキュラムの基づいた保育を行っ

ている。年度末には教育課程の実施状況について自己評価を行い、次年度に向けて改善を図ってい

る。 

●【広島大学附属東雲中学校】 

附属学校強化担当室長による学校訪問時に教育課程やカリキュラム・マネジメントを一緒に確認

するとともに、本校へのアドバイスをいただき、学校運営に生かしている。 

●【広島大学附属小学校】 

教育課程特例校の取組について，その成果と課題を明らかにし，学校運営に反映させている。 

●【広島大学附属福山中学校】 

学習指導要領に基づき適切に教育課程を編成・実施している。学期ごとに教務部長が授業時数や

学習内容の進度を確認している。また、附属学校支援グループ機能強化担当室長が来校して確認・

評価し、その助言をもとに運営している。 

●【広島大学附属福山高等学校】 

学校案内やホームページで教育課程を明示している。附属学校支援グループ機能強化担当室長

に、教育課程の計画・実施状況を確認していただき、学習指導要領等に沿った適切な教育課程の実

施について助言・支援を受けている。その助言を基に教育課程を編成している。 

●【鳴門教育大学附属小学校】 

年間指導計画を基に、学年ごとに週予定をたて確認し、教育課程の計画的な実施に努めている。 

●【鳴門教育大学附属中学校】 

学期ごとに各教科担任から報告を受け、時間数を管理している。 

●【香川大学教育学部附属坂出小学校】 

幼・小・中・特支の連携を密に行えるよう、計画段階から交流を視野に入れている。合同運動会

は長い歴史のある交流活動であるが、それだけでなく、中学校の授業に６年が参加したり、幼稚園

の園児と一緒に１年生が活動する機会を多く設けたりしている。 

●【愛媛大学附属５校園（愛媛大学教育学部附属幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校、愛媛大学

附属高等学校）】 

  各附属学校園の教育目標を達成するために、グランドデザインを立て、保護者に知らせるととも

にウェブページ等で公開している。学校評価については、児童生徒及び保護者を対象に調査を行い、

現状等の把握に努めている。教育課程の編成にあたっては、どのように評価・改善していくのかと

いう「カリキュラム・マネジメント」の確立を目指し、学校園評議員や第三者評価委員から助言を

いただきながら総合的に評価している。 
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●【高知大学教育学部附属特別支援学校】 

教務部が、年間の授業日数、授業時数等を確認し、運営委員会で検討し、年度末の反省職員会で

次年度の教育課程について提案。年度当初に、各学部で再度検討し、組織職員会で全体確認をして

いる。各学部で、その都度見直し、検討を行うとともに、校内研究でも常にカリキュラムマネジメ

ントを意識して教育内容等を研究し、教育課程編成に生かしている。 

●【高知大学教育学部附属幼稚園】 

教育課程を基に、年間指導計画・月間指導計画の長期の指導計画、週案の短期の指導計画を作成

し、保育実践している。特に、週案は、各担任が園児の姿で記録・評価したものを管理職が指導し、

翌週の週案や月間指導計画への加筆修正等に反映している。また、全クラスの月間指導計画は月 1

回の教員会で共有して系統的なカリキュラム・マネジメントが図れるようにし、教育課程の適切な

編成・実施に努めている。 

●【福岡教育大学附属福岡小学校】 

毎月教員は、進捗状況をエクセルファイルに打ち込みをし、それを教務主任が点検している。学

習進度が遅ければ、声かけをするようにし、運営に生かしている。年度末には課題を話し合い、次

年度のカリキュラム改善の参考にしている。 

●【福岡教育大学附属学校園】 

教育計画を適切に定め、教務主任を中心に実施状況を確認する体制を整えている。 

●【福岡教育大学附属幼稚園】 

研究の日常化を図り、幼児の姿を分析することで、本園の教育課程・指導計画の見直しを毎年度

確実に行い、次年度の策定に反映している。また、毎日のキラリンタイムを活用したキラリンシー

トの作成が、保育の評価に直結しており、キラリンブックの開発につながった。 

●【福岡教育大学附属久留米小学校】 

職員一人一人が常に学習指導要領解説を基に「教育課程編成・実施に必要な内容と時数が確保さ

れているか」「内容の系統を大切にして配置しているか」「横断的な視点で配置しているか」を確認

し、管理職は適切に実施しているかを日々、学級訪問しながら確認し、必要に応じて指導している。 

●【福岡教育大学附属小倉小学校】 

毎月、全学級を対象に教育課程の実施状況について調査を行い、実施状況を数値化することで状

況に応じた指導を個別に行い改善を図ることで量的管理を確実に行っている。 

●【福岡教育大学附属福岡中学校】 

実施状況については、運営委員会に報告するようにしている。 

●【長崎大学教育学部附属中学校】 

校務分掌の教務部が年度始め、中途、年度末に点検を行う体制を整えているとともに、点検結果

は次年度以降の教育課程に反映させている。 
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●【長崎大学教育学部附属特別支援学校】 

教育課程の PDCA サイクルに則り、主幹となる教務部が小中高各部での教育課程検討会や各部

協議結果に基づいた教育課程編成委員会の開催を計画・実施し、点検結果を次年度以降の教育課程

編成に反映させている。 

●【長崎大学教育学部附属幼稚園】 

年に３回保育実践をもとにした教育課程の見直しや修正を行って次年度に反映させている。 

●【熊本大学教育学部附属特別支援学校】 

教育課程検討委員会を設置し、定期的に今年度の各学部の運営状況を報告し合い、課題があれば、

次年度に生かせるようにしている。 

●【大分大学教育学部附属小学校】 

毎月教務主任が授業時数の取りまとめをしている。教科による授業時数の偏りが見られる場合に

は、教務主任が指導をしている。授業内容については、学年主任を中心にほぼ毎日学年会を開催し、

確認している。また校内研修や学年会の中でカリキュラムマネジメントを行い、次年度への引き継

ぎ資料として活用している。 

●【大分大学教育学部附属特別支援学校】 

教育課程に基づく年間指導計画や個別の指導計画は、計画と評価の段階において学部主事と管理

職が点検・確認を行ない、課題点については教務主任が集約し各計画等の改善につなげている。ま

た教育課程を組織的に改善するための校内組織として、教育課程検討委員会を設置・運用している。 

●【宮崎大学教育学部附属中学校】 

教務部が教育課程の評価を適宜行い、次年度の教育課程に反映するようにカリキュラムマネジメ

ントに努めている 

●【鹿児島大学教育学部附属中学校】 

指導計画に基づいた評価を実践するために、各教科の観点別評価項目及び評価を複数で確認して

いる。各教科で審議し、主幹教諭が点検を行い、学年部で最終点検後に生徒及び保護者に示すよう

にしている。また、教科書の取扱いについても、使用教科書の選定理由を公表し、教科書を用いた

授業実践及び評価への反映を行っている。 

●【鹿児島大学教育学部附属特別支援学校】 

教務主任を中心に関係法令に基づいて教育課程が編成・実施されているか常に確認するととも

に，カリキュラム・マネジメント委員会を年間５回開催するなど，管理職や担当係を含めて教育課

程の編成・実施状況を確認する仕組みを構築している。実施状況については，学期ごとに学部や教

科等部で確認し，実施状況等を取りまとめたものに基づいて翌年度の教育課程を編成（改善）して

いる。 

●【名称非公開】 

全校生徒・保護者に各教科等のシラバス（学習計画と評価計画）を配付するとともに、学校評価

等の結果を改善に生かしている。 

●【名称非公開】 

教師、児童、保護者による学校評価アンケートを実施するとともに、アンケート結果を次年度の

教育課程編成に生かしている。 

●【名称非公開】 

保護者アンケート結果も公表し質問事項や課題解決につても、報告している。 
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●【名称非公開】 

校内に教育課程検討委員会を設置し、定期的にカリキュラムマネージメントの確認を行ってい

る。また、大学の特別支援教室の先生との情報共有を常に行っており、カリキュラムについて確認

している。加えて、県の教育委員会主催の教務部長会議、教頭会、校長会等にも参加し、マネージ

メントの共有を行っている。 

●【名称非公開】 

教務主任、管理職が教育課程の編成、実施について確認している。また、学校運営協議会、学校

評価アンケートによって点検・評価を受け、学校運営に反映させている。 

●【名称非公開】 

教育課程を学校全体で編成し、実施したものを学校運営協議会の委員がチェックする体制をとっ

ている。委員からの評価や指摘されたことをもとに、次年度の教育課程を編成し、実施するという

サイクルを確立している。 

●【名称非公開】 

教育課程の編成・実施についても，組織・管理体制と同様，学校運営協議会及び，県教育委員会

の学校訪問や大学訪問において承認されている。また，年に 2 回の学校評価アンケートを実施し，

その結果を公開するとともに，教育課程の編成・実施に生かしている。公立学校とも情報交換を行

い，日課表の編成を行った。授業時数の確保についても，毎月学年ごとに報告を行い，適正に処理

できている。 
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評価小項目：共同研究・共同教育活動 

評価指標番号 5：大学・学部と附属学校園において研究・教育実践の成果の共有や、教員養成カリ

キュラム改善につなげる体制ができている。 

（想定される回答者：大学・学部） 
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評価指標番号５

【評価基準】 

１：大学・学部は、附属学校園と研究・教育実践を共同で企画・推進する組織体制について検討して

いる。 

２：大学・学部は、附属学校園と研究・教育実践を共同で企画・推進する組織体制を整備したところ

である。 

３：大学・学部は、附属学校園と研究・教育実践を共同で企画・推進する組織体制を整備し、一部の

附属学校園と共同研究・教育実践を行い、これらの成果を共有している。 

４：大学・学部は、附属学校園と研究・教育実践を共同で企画・推進する組織体制を整備し、全ての

附属学校園と共同研究・教育実践を行い、これらの成果を教員養成カリキュラムの改善につなげ

た実績がある。 

５：大学・学部は、附属学校園と研究・教育実践を共同で企画・推進する組織体制を整備し、全ての

附属学校園と共同研究・教育実践を行い、これらの成果を恒常的に教員養成カリキュラム改善に

つなげるシステムを構築している。 
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具体的好事例の内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【弘前大学教育学部】 

附属学校４校園による合同公開研究会を年に１回実施し、それに向けて２ヶ月に１回程度の頻度

で附属学校園教員と学部・大学院教員が参加する協働研を行い、授業案の検討や意見交換を実施し

ている。 

●【岩手大学教育学部】 

教育学部と附属学校との共同研究強化を促進するための仕組みとして、「教育学部プロジェクト

推進支援事業（学部ＧＰ）」を設定している。同ＧＰでは教育学部と附属学校が、社会のニーズや

岩手県の学校が抱える諸課題に対する改善方策や新たな教育方法等について共同で研究・開発を行

っており、附属学校ではその実践的な検証と教育現場へ公開を行い、教育学部ではその成果を学生

教育に活かすとともに学術的に「教育実践研究論文集」として公開している。 

●【秋田大学教育文化学部】 

附属学校研究・研修委員会において学部と附属学校との共同研究を推進しているほか、附属学校

学部共同委員会を設置し、委員会の中に各教科、道徳、生徒指導、学校経営、幼稚園、特別支援等

の部会をおき、部会単位で公開研究協議会や出前授業等の取り組みを行っている。学部には教員養

成委員会を置いて教員養成カリキュラムについて評価・改善につとめているほか、同委員会の下部

に教育実習実施委員会を置いて学生の教育実習環境の点検・改善を行っている。 

●【山形大学】 

大学と附属学校の共同研究部会を設置し、それぞれの部会で研究に取り組んでいる。研究成果を

報告書にまとめ、ウエブページで公開している。 

●【福島大学】 

附属学校園での実習のフィードバックから、大学で開講している講義科目などの開講セメスター

等の変更を実施した。 

●【茨城大学教育学部】 

現在、4 つの附属学校園を通貫するポリシーを策定し、公開研究会に置いてその大枠に沿ったテ

ーマ設定で共同研究の成果を発表している。さらに、カリキュラム開発センターを開設し、「学校

インターンシップ」の授業科目を設置することで、学部の教員養成カリキュラムに反映させている。 

●【宇都宮大学共同教育学部】 

大学と附属学校間の連携の仕組みを見直し，新しい組織づくりを 2019 年から始め，連携研究プ

ロジェクトを発足させました。具体的な活動内容は（1）学部－附属学校園において，13 の研究プ

ロジェクトごとに，毎月あるいは隔月で研究会を開催することにより，連携研究体制が強化されて

きたことや，（2）校種間連携が促進され，校種を超えて同一単元・教材に取り組むなど，共通理解

を図りました。 

●【お茶の水女子大学】 

本学は、附属学校園の研究・教育実践を企画・推進する組織として学校教育研究部を置いている。

学校教育研究部は、各附属学校園の教諭と大学の教育科学コース所属教員を主任研究員として構成

しており、附属学校園の研究・教育実践を大学の教員養成カリキュラムの改善につなぐことが可能

な体制となっている。大学は、教育実習専門部会の構成員に各附属学校園教諭を置き、大学・附属

学校園一体となった教育実践の改善体制を構築している。 

●【横浜国立大学教育学部】 

各附属学校では毎年研究発表会を開催し、共同研究者として大学教員も参画している。 

教育実習、教職大学院の学校実習を行い、教職カリキュラムとも連携している実績がある。 



31 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【山梨大学教育学部】 

山梨大学教員養成・教育実践研究協議会を学部・附属間に組織し、実習・養成・育成研修領域や

研究開発領域などの諸領域を設けて恒常的に連携に基づく検討・改善を進めてきており、例えば教

育実習の改善などにおいて成果をあげている。 

●【上越教育大学】 

附属学校教員が教員養成実地指導講師（教員養成教育の指導を行う非常勤講師）として大学で授

業を担当することにより、附属学校における実践研究の成果を大学の授業に反映させている。 

また、学校現場での指導経験のない大学教員に対して「大学教員学校現場研修」の場を提供してる。 

●【福井大学教育学部】 

教育学部内に大学教員と附属学園教員（幼稚園、義務教育学校、特別支援学校）で構成される教

育実習委員会を設置している。本委員会では、教育実習の計画から振り返り、フィードバックまで

を行っている。また、本委員会と、教育学部の教育課程編成を担う教育課程委員会と合同で会議を

実施することで、教育実習の反省を踏まえた教育課程編成の一助となっている。 

●【信州大学教育学部】 

附属学校と学部教員が共同して毎年教科ごと等で研究テーマを見つけて研究プロジェクトを推

進している。その中で成果があがったものは、学部紀要などに共同で投稿もしている。 

●【岐阜大学教育学部】 

大学・学部と附属学校では、附属学校の研究・教育実践を協働で企画・推進する研究計画として、

総合的な学習の時間と道徳、生活科を融合した「どう生きるか」という横断的・総合的な授業のカ

リキュラム開発に取り組んでいる。 

●【奈良教育大学】 

本学教職科目として開設される必修科目である「学校フィールド演習Ⅰ」では、学校現場におい

て教育活動や校務、部活動等に係る補助業務などの諸活動を体験することにより、実践的指導力の

基礎を培うことを目的としているが、この活動に関してすべての本学附属学校園と共同での教育実

践を行い、その成果を次年度の活動内容等に反映することで、教員養成カリキュラムの改善につな

げている。 

●【島根大学教育学部】 

本学部には附属学校部長，二人の附属学校主事（研究・実習），各教科における共同研究員を置

き，附属学校で開催される合同職員会議において研究発表会に向けての協力体制を組織している。

また大学教員と附属学校教員による学校教育実習部会を組織し，研究成果を教育実習・学部教育カ

リキュラム（特に ICT 活用など）の改善に活用している。こうした附属学校園と大学のカリキュ

ラム改善については教育実習ワーキング（学部附属教育支援センター長と附属学校長及び副校園長

で組織）を置き，迅速に対応できる体制を構築している。 

●【広島大学】 

学部と附属学校園との共同研究を毎年募集しており、採択された研究には研究費の補助を大学と

して行っている。 

●【鳴門教育大学】 

大学と附属学校園の協力のもと幼小中一貫型教育を目指しており、幼小接続の科学的思考力涵養

プログラム等の成果を発信してきた。現在、その成果を大学のカリキュラムに反映させた授業を、

学士課程で１科目、専門職学位課程で２科目開設している。また、第 4 期中期目標期間における目

標として、大学と連携した「STEAMIC 教育」を掲げ、実践している。 
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●【愛媛大学】 

教育学部内に「実習委員会」を設置し、附属学校園における実習を中心とした共同運営体制が構

築されている。また、共同研究については、毎年、教育学部長裁量経費から一定額を、学部−附属

共同研究推進のために組織的に充当し、活発に共同研究を行っている。これらの一連の成果を、教

育学部の教員養成カリキュラムへの改善に繋げている。具体的には、これまでに「部活動指導論」、

「一環教育・連携教育概論」や「インターン実習」などが教育学部のカリキュラムに導入されてき

た。 

●【高知大学教育学部】 

教育学部・附属学校園共同研究推進委員会を設置し、学部教員と附属学校園の教員との共同研究

を推進している。令和６年度は 41 件の共同研究が実施されている。学部教員は共同研究コーディ

ネーターとして、共同研究の推進と研究成果の報告等を担っている。研究成果を踏まえて教員養成

課程カリキュラムの改善を行なった。 

●【佐賀大学教育学部】 

  本学部では、すべての附属学校園に共同研究者として適当な教員をはりつけ、附属学校園の教員

との共同研究を進めている。それらの成果はそれぞれの学校園の研究発表会で公開されるが、学生

は授業の一環あるいは教育実習の事後研修として当該発表会に参加し、知見を広げている。 

●【長崎大学教育学部】 

・大学・学部と附属学校園における研究・教育実践の成果は教育学部紀要，教育学部教育研究実践

紀要，教育実践研究フォーラム等を通して共有し社会へ発信している。 

・教員養成カリキュラムの改善に向けて，学部・研究科の実習委員会へは各附属学校園の実習担当

教員も参加すること，附属学校運営協議会へは学部・研究科の実習委員長ならびに教務委員長は参

加する体制を構築し討議できる体制を築いている。 

●【大分大学教育学部】 

学部教員の専門領域や研究情報、協力可能な教科・分野、附属学校園の教員の校務や専門領域等

の情報を集約したデータベース（人材バンク）を構築し、学部・研究科と附属学校園間の研究協力

を推進している。また、学部教員と附属学校園の教員の共同研究を推進する「短期プロジェクト制

度」、毎年の共同研究やその研究成果を整理、分析する「共同教育研究推進委員会」などを設置し、

学部・附属の共同研究を推進している。毎年実施している「附属学校園を活用した学部・大学院新

任教員 FD」では、附属校園への大学教員の意識を高めている。学部に設置された学部教員養成カ

リキュラム検討委員会や、学部附属合同実習委員会において、教育実習や教員養成カリキュラムの

改善を実施している。 

●【名称非公開】 

附属学校園の研究協議会や校内授業研究会において学部教員が指導する体制が確立している。ま

た、学部や大学院生が研究協議会等に参加し、附属学校の研究の成果を学ぶ機会としている。 

●【名称非公開】 

共同研究事業において、教育学部教員が研究代表者となり、附属学校をフィールドとして、大学

生・大学院生、学校現場の教員と共同して実践的研究に取り組む連携事業を行っている。 
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評価指標番号 6：附属学校園と大学・学部が共同して教育実習について企画・検討する組織を有し

ており、その内容が教育実習のカリキュラムに十分生かされ、高い成果が出ている。 

（想定される回答者：附属学校園） 
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評価指標番号６

【評価基準】 

１：附属学校園は、大学・学部と連携しながら、教育実習を実施している。 

２：附属学校園は、大学・学部とともに教育実習について企画・検討しながら、教育実習を実施して

いる。 

３：附属学校園は、大学・学部と共同して教育実習について企画・検討する組織体制を整備しており、

教育実習を実施している。 

４：附属学校園は、大学・学部と共同して教育実習について企画・検討する組織体制を整備しており、

その内容が教育実習のカリキュラム改善に一部反映されている。 

５：附属学校園は、大学・学部と共同して教育実習について企画・検討する組織体制を整備しており、

その内容が教育実習のカリキュラム改善に十分反映されるとともに、学生の評価基準も明確に

している。 
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具体的好事例の内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【北海道教育大学附属函館中学校】 

大学教員を附属学校の校長とすることで、教育実習をはじめとする大学との連携をスムーズにし

ている。 

●【北海道教育大学附属札幌小学校】 

大学の実習委員会に本校教育実習担当者も参加し、現場の声を教育実習の運営に生かしていくこ

とができるような組織体制が確立されている。 

●【弘前大学教育学部附属小学校】 

協同研究上のリーダーでもある学部教員（附属幼稚園長兼務）が、新任附属小教員向けに、教育

実習生への指導に係るガイダンスを実施している。 

●【弘前大学教育学部附属中学校】 

大学及び附属学校園の教育実習を担当する関係者が出席する教育実習部門会議を 2 ヶ月毎に開

催し、報告・協議事項がカリキュラムの工夫改善に生かされている。 

●【弘前大学教育学部附属幼稚園】 

教育実習部門会議を学部と共同で行い、実習の運営、課題の共有、改善を密に連絡をとりながら

行っている。「教育実習の手引き」の改訂を定期的に行い、実習指導、学部の授業に役立てている。 

●【宮城教育大学附属特別支援学校】 

教育実習連絡調整協議会を設置し、情報共有、課題に対しての対策などを検討している。実習日

誌の電子化や教員の働き方改革を考えた実習カリキュラムの改善を行った。 

●【宮城教育大学附属小学校】 

年間を通じて定期的に教育実習連絡調整会議を実施し、実習日誌を電子化するなどの改善を行う

ことができた。 

●【宮城教育大学付属幼稚園】 

教育自習担当会議が 4 つの校園と大学で共同で年に２回行われている。その中で、情報共有や

課題点などについて共有され、次年度に生かされている。また、実習生へのアンケートも共有され

ており、評価基準についても明確にされている。園内で、評価についての会議も行われている。 

実習生を指導教員が見るというより、園全体で指導している。大学の教員も毎日顔を出してくれる。 

●【秋田大学教育文化学部附属特別支援学校】 

大学の教育実習実施委員会と連携し、事前・事後指導も含めた実習計画の立案し、評価基準を作

成している。大学の実施委員会の職員が実習の様子を観察に来校し、その都度、状況報告や詳細の

相談をしている。 

●【秋田大学教育文化学部附属中学校】 

教育実習生、大学担当教員、附属中学校教員が、web 上で、連絡内容やリフレクション、評価を

行えるようにしている。 

●【秋田大学教育文化学部附属小学校】 

学部が実施している教育実習アンケートの結果を踏まえ、実習ポートフォリオの完全電子化を実

現するとともに、実習授業の教科選択の幅を広げたり、附属教員による模範授業を全員で参観し事

後リフレクションを行ったりするなど、実践的指導力の向上につながる取組の充実を図っている。 

●【秋田大学教育文化学部附属幼稚園】 

附属学校園での教育実習の充実・改善に資する内容の実習生へのアンケートを実施している。本

園では、実習内容や研究保育のもち方などについて、学部教員と連携を密に図りながら実習を進め

ている。実習中に担任と実習生の保育カンファレンスを丁寧に行っているほか、事後指導において

もカンファレンスを実施するなど充実した内容となっている。 
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●【山形大学附属幼稚園】 

実習後に学生からとったアンケートを大学側からいただき、その結果と先生方からの反省をもと

に、内容を改善して次年度に活かしている。 

●【山形大学附属中学校】 

大学の先生方を招いての授業研究会を全教科で実施し、学生の取組への価値づけと今後の学習の

方向付けを行ってもらっている。 

●【福島大学附属中学校】 

教育実習の期間や時期の調整を行うことで，学校行事と関連させた実習を可能にしている。 

●【茨城大学教育学部附属中学校】 

校内の教育実習委員会が大学と十分に話し合い、実習の手引きを作成するとともに、年間計画に

反映している。 

●【宇都宮大学共同教育学部附属中学校】 

教育実習主任と大学の学部との間で年間を通して意見のやりとりをしている。実習のカリキュラ

ムの中にも附属学校の実習について実習主任の授業が組み込まれていたり、実習の持ち方も 1 年

次から 4 年次まで効果的なカリキュラムとなるよう設定され、学生、中学校教員、大学教員ともに

評価が高い。 

●【宇都宮大学共同教育学部附属小学校】 

実習主任を中心とした実習部を設置し、大学の担当者と定期的に検討会を行いながら、学生の実

態を踏まえたカリキュラム改善に努めている。 

●【千葉大学教育学部附属幼稚園】 

普段から学生の引率等で園を使うことが多いので、大学教員から指導した内容を聞いたり、大学

の授業の振り返りを園の教員が見たりなどして、こまめなやり取りができる体制にある。実習中も

大学教員が実際に学生の指導を見ることで、改善が必要な時には話し合うことができる。 

●【東京学芸大学附属竹早小学校】 

大学・学部と共同して教育実習実施部会を整備し、その内容が教育実習のカリキュラム改善に反

映されるよう、学生の評価基準を明確にしている。 

●【東京学芸大学附属国際中等教育学校】 

大学と附属学校による教育実習委員会が組織され、相互の連絡が徹底されている。学生の評価基

準も明示され、実習終了後に実習生による教育実習評価が行われている。 

●【東京学芸大学附属大泉小学校】 

大学の教育実習専門の教員と、附属学校教員とで、教育実習についての委員会（会議）を定期的

に設けて、様々な課題について検討し、情報を共有している。 

●【東京学芸大学附属小金井小学校】 

大学と附属学校の組織が情報共有できるシステムが確立されていて、教育実習時における大学と

の連携や事後のフィードバックが、次年度の取り組みに生かされている。 

●【東京学芸大学附属小金井中学校】 

大学と附属学校園の双方が参加する実習委員会において企画・検討を行い、カリキュラムの改善

を行ってきた。学生の評価基準も明確にしている。大学が推進する実習日誌のデジタル化に対して、

学内の他附属学校園に先駆けて、試行年度の段階から率先して取り組んできた。 

●【東京学芸大学附属竹早中学校】 

大学における教育実習委員会に担当者が定期的に出席し、実習の報告や課題の検討、成果の共有

等を行っている。 
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●【東京学芸大学附属幼稚園（小金井園舎）】 

教育実習に限らず、大学４年間を通した教員養成カリキュラムについて、大学と附属幼稚園で毎

年、検討・改善を行っている。また、本学全附属学校園が掲載されている、学生用手引きと実習指

導教員幼サポートノートにより、他学校種の情報も得ながら、幼稚園実習の健闘・改善を行ってい

る。さらに、教職大学院実習やインターンシップの受け入れも行い、多様な教員養成・実習の在り

方についても検討を進めている。 

●【山梨大学教育学部附属幼稚園】 

教育実習の事前打ち合わせにおいて、大学の実習担当教官と教育実習の内容や学生の実態につい

て情報交換を行い、実習中にもこまめに連絡を取り合い、対応にあたることができている。また、

学生の研究保育や研究会、実習反省会の折には、学生所属講座の各教官に案内を送り、参加を呼び

かけていることで、多方面からのご指導をいただくことができている。学生の評価基準も指標がは

っきりと示されているため、適切な評価ができていると思う。実習終了後には、担当教官が来園し、

学生の様子や実習内容の振り返りについて、園から聞き取り、その内容を基に大学の実習運営委員

会、実習検討委員会での共有、審議を経て、運営や内容の改善につなげることができている。 

●【山梨大学教育学部附属特別支援学校】 

教育実習生の担当授業及び研究授業について，回数，指導案の検討，準備体制等を大学側と共通

理解しながら，進めるとともに，観察実習として２年次学生にも参加してもらい，大学教員とも連

携している。実習録の形式やシステム化についても大学側と連携しながら検討し，学生にとっても

よりよい形での教育実習を模索している。 

●【山梨大学教育学部附属中学校】 

教育実習開始前に担当者間で実習生個々の情報交換を行い、実習に生かしている。また、実習終

了後は教育実習運営連絡協議会や教育実習検討委員会が実施され、大学学部と附属学校園それぞれ

で出された意見を共有し、次年度に生かしている。 

●【山梨大学教育学部附属小学校】 

教育実習の計画や運営は、大学の実習担当者（教員、事務）と本校の実習主任及び管理職が、事

前、実習中、事後と丁寧な打ち合わせを重ねて実施している。また、本校の実習主任が大学に出向

き、学生に対して実習に関する講義を受け持ったり、各教科主任が各教科の初等教育講義の一部を

担当したりして、実習に向けた準備ができるようにしている。 

●【新潟大学附属長岡小学校】 

学部が実施している教育実習委員会に附属学校部も委員として参加している。それにより、年々、

教育実習のカリキュラムが改善されている。附属学校独自に学生から評価を受けるとともに、教育

実習委員会が基準をもとに作成したアンケートにより、学生の声を吸い上げ、教育実習カリクラム

の改善を続けている。 

●【新潟大学附属長岡中学校】 

教育実習委員会によって、綿密に計画が練られ、教育実習の評価が適切に運用されている。 

●【新潟大学附属幼稚園】 

大学・学部担当者、附属校園長及び教育実習担当職員で構成される教育実習委員会を定期的に開

催し、教育実習の実施方針や方法についての共通理解を図るとともに、カリキュラムや評価項目、

評価基準等の検討・改善を行っている。学生の意見を聞き、次年度の実習日程を変更した。 
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●【新潟大学附属新潟小学校】 

教育実習生の中に個別の配慮を要する学生がいたが、大学の指導教員と連携を図り、事前に当該

学生の情報共有を行い、できるだけ無理のないカリキュラムになるように配慮することができた。 

 また，一か月の教育実習期間の途中から、2 週間の教育実習を行う学生が途中合流するプログラム

だったが、途中から入りずらいという学生の声から、来年度はスタート時をそろえて、実施するよ

う大学と協議し改善することとした。 

●【上越教育大学附属 幼稚園、小学校、中学校】 

  大学教員及び附属学校教員を構成員とする教育実習委員会を設置し、教育実習全般について企

画・検討している。また、近隣の教育実習協力校からの意見も取り入れながら、必要に応じてカリ

キュラム改善に反映している。教育実習ルーブリックを策定し、それに基づく評価票も作成して、

学生の評価基準を明確にしている。 

●【福井大学教育学部附属義務教育学校】 

本校での教育実習実施に向けて、「教育課程及び教育実習合同委員会」で、大学教務課と運営や

評価について協議。事前指導３回の他、教員による教科と道徳の公開授業を実施し、実習生の指導

案作成に活かす。５月の段階で、９月に担当する単元等について伝達し、大学の授業においても教

材研究を進めている。評価基準も事前に学生に周知している。今年度から指導案等は印刷でなく全

てデジタル化して、時間確保の他、公開授業実施の共有が簡素化され、短時間で効率の良い実習と

なっている。 

●【福井大学教育学部附属特別支援学校】 

校務分掌に教育実習主任を配置し、大学との連絡調整を行いながら教育実習を実施している。主

免取得の為の実習を４週間、副免を取得するための実習を２週間行い、その間に一般研究授業を８

校時、公開研究授業を２校時実施し、それぞれ１時間程度の研究会を行っている。研究会には授業

を行った学部、教員が参加し、大学教官も加わった研究会となっている。〈教育実習のカリキュラ

ムとして大学が組織しているかは、大学側で回答すると思われます〉 

●【信州大学附属長野小学校】 

本校を含めた附属学校園と教育学部教務部会、教職大学院の実務家教員との連携を密にして、3

年次の教育実習についてカリキュラムを構築・改善し、将来教員を目指す学生が一人でも多くなる

ような取組を行っている。教育実習生の評価に関しては、評価基準を明確に設け、評価している。

また、教育実習の終了時に実習生にアンケートを行い、その結果を次年度の教育実習のカリキュラ

ム改善に生かしている。 

●【信州大学教育学部附属長野中学校】 

学部と附属が教育実習の実施方法について検討する機会を年間 2 回設けており、それ以外にも

実習生の様子やアンケート、教職員の振り返り、学部教員の知見等をもとに実習の方法を不断に検

討、改善している。大学から実際の教育現場への現実的な接続が迫っていることを念頭に、生徒の

意識に寄り添った課題設定の在り方や発問、まとめの仕方を中心に実習授業の指導を行うなどによ

り、75 パーセントの学生の教職への不安が減少し、また 90 パーセント以上の学生が、教職の魅

力を感じることができた。 

●【信州大学教育学部附属特別支援学校】 

・実習連絡会が位置付けられ、企画から運営、評価まで、細部にわたり教育学部と検討、共有がな

されている。 

・学部３年生が行う特別支援学校の教育実習に向けて、学部２年生のときに学部授業の一環として

学部・附属特別支援学校・PTA の三者共催で、、児童生徒の放課後支援事業（げんきクラブ）を位

置付け、学生が児童生徒の放課後活動を企画・運営し、児童生徒とともに活動する機会を設けるな

ど、学部と附属が一体となって学生の指導にあたっている。げんきクラブの経験が教育実習につな

がり、教育実習では自己課題を明確にして取り組むことができている。 
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●【信州大学教育学部附属松本小学校・附属幼稚園】 

毎年、春秋の 2 回「教育実習連絡委員会」を設け、学部と連携しながら教育実習について企画・

検討を行っている。その検討の中で、学習指導案作成の指導について学部・附属の双方が学生にと

ってより実効的なものとなるにはどうしたらよいか話し合い、学部で基本的な書き方を教え、附属

で教材研究や具体的な手だての指導を行う等、カリキュラムの改善を行い役割分担を明確にした。 

●【信州大学教育学部附属松本中学校】 

毎年、教育実習連絡委員会において、学部としての履修した理論と附属学校における実践が結び

つくような内容になるように話し合いをしたり、教育実習の在り方について情報交換をしたりしな

がら、よりよいカリキュラムになるような検討及び反映を絶えず行っている。学部の先生に積極的

に附属学校に様子を見にきてもらうことで、実践、省察、再構築のサイクルを展開することができ

ている。 

●【岐阜大学教育学部附属小中学校】 

教育実習担当職員を中心として、大学の実習担当と綿密な連絡をとり、教育実習の在り方につい

て共通理解を図っている。また学生の情報を共有し、学生の教員志向が高まるような実習を展開し

ている。さらに、事前・事後指導における講師として附属学校から教員を派遣している。 

●【愛知教育大学附属高等学校】 

教育実習に関わる教育実践開発科目運営専門委員会が大学で開かれ、教育実習の反省や課題につ

いて検討されている。本年度は、実践的な教育実習をめざし、実習校（本校）による教育実習事前

指導を２回に増やし、実習前の教材研究の充実を図っている。 

●【愛知教育大学附属名古屋小学校】 

学長、理事も出席する附属学校運営会議が設置されており、教育実習についても、7 つの附属学

校園の実情や要望、情報交換ができる機会となっている。実習に関する専門委員会として、大学で

の教育実践開発科目運営専門委員会では、附属学校園から教育実習担当者が参加し、実情や要望を

伝えることで、カリキュラムや実習人数、実習時期等の改善を次回に生かす機会になっている。 

●【滋賀大学教育学部附属中学校】 

附属学校運営委員会・実習委員会などの場で、学部と附属学校が教育実習についての課題を共有

すると共に、四つの附属校園が連携してカリキュラム改善を行なっている。特に複数の附属学校で

教育実習を行う学生がスムーズに実習を行なえるように時期などの調整を行った。また、附属学校

園以外で実習を行う学生とも様々な連携が行えるようにカリキュラム・環境の整備に努めている。 

●【大阪教育大学附属高等学校平野校舎】 

大学・学部と附属学校の教育実習担当主任とが連携して教育実習生を受け入れ指導に当たってい

る。その際の①教育実習指導の前提②指導項目③実習生に身につけさせる力④指導担当教員の役割

⑤実習の流れ⑥指導担当者としての準備⑦指導のポイント⑧評価基準 を明確に示しており、次の

指導に活かせるようリフレクションができている。また、校種間（幼・小・中・高・特別支援）を

超えた実習日も設け、様々な視点で実習が行われている。 

●【兵庫教育大学附属学校園】 

令和２年度に「附属学校園実地教育メンター研修プログラム策定 WG」を設置して、教育実習に

係る実習指導教員研修プログラムを策定し、令和３年度から実施。この研修プログラムでは、学生

への事前指導内容の視聴、附属学校園の実習指導教員への事前説明会や各校園内研修のほか、教育

実習終了後に、附属学校教員や大学教員が参加する合同リフレクション研修会を開催し、実習指導

に関する報告や次年度の実習指導に向けた改善点の協議等を行い、より教育効果を高める教育実習

となるよう改善を図っている。学生の評価基準については、教員養成スタンダード（学部）として、

評価基準を明確に示している。 
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●【神戸大学附属特別支援学校】 

大学と附属学校とで教育実習打ち合わせ会、実習後反省会を定例で開催している。実習期間を水

曜日開始、火曜日終了にすること（週末を二度挟む）で授業や教案について学生が考える時間が増

え、教育実習の充実が進んだ。 

●【神戸大学附属幼稚園】 

教育実習について、担当者と共に時代に即したものに改善すべく議論を重ねて見直しを図ってい

る。また、その成果を学会で発表するとともに、改善した取組が推進できるよう随時相談しながら

進められるような体制が整えられている。 

●【奈良教育大学附属幼保連携型認定こども園】 

平成 30 年度に策定された教育実習ポリシー及び指標に基づき教育実習を行っている。事前・

実施・事後にて教育実習委員会が開催され、大学の担当教員と附属の担当教員が内容等を検討する

とともに、実習後には評価指標と実習内容を照らし合わせ、必要に応じて見直すなど適宜、検討・

改善を行っている。 

●【島根大学教育学部附属学校園】 

大学には実習担当の附属学校主事がおかれ、附属学校園の実習部と共に、実習の計画・運営にあ

たっている。実習生の授業実践に向けての指導案作成や模擬授業の実施等において、大学の教員、

附属学園の教員の双方が実習生に関わりながら指導にあたっている。実習終了後には、大学、附属

学園の実習部で、実習の内容や運営面についての見直しを行い、次年度に向けてのよりよい教育実

習の在り方について検討を重ねている。 

●【岡山大学教育学部附属学校園】 

大学と附属学校園の各実習担当者が一同に集まる実習専門委員会を年間１０回程度開催し、各校

園の教育実習カリキュラムの進捗状況を、成果と課題の両面から共有・検討し、改善方針を協議し

ている。 

●【岡山大学教育学部附属中学校】 

実習専門委員会において、学部と附属中学校の実習担当者が最大限の効果を得られるよう教育実

習カリキュラムを工夫し、その成果と課題を踏まえて実習指導科目及び教育実習科目の改善を行っ

ている。 

●【広島大学附属東雲中学校】 

全体計画の見直しとともに、本年度は性的マイノリティの方の教育実習生の受け入れを行った。

多様性の観点から、大学や実習生本人と何度も打ち合わせや教育相談を行った。 

●【広島大学附属幼稚園（三原園舎）】 

大学主催の教育実習連絡協議会における日程や内容の調整、検討、実習前の実施園におけるオリ

エンテーションの実施、実習中の大学連携、学生と実施園による相互評価など、より充実した実習

になるように大学と実施校との連絡調整を密に行っている。 

●【広島大学附属小学校】 

大学の教育実習支援室が年度に３回開催する教育実習連絡協議会において，その成果と課題を明

らかにし次年度の教育実習に生かしており，９割以上の実習生から肯定的な評価を得ている。 

●【鳴門教育大学附属小学校】 

大学の実習担当と本校の担当教員が実習前から連絡を取り合い、実習生にとって充実した実習と

なるように内容の検討、改善に努めてきている。 

●【鳴門教育大学附属中学校】 

大学と附属中学校それぞれの教育実習担当者は、公式の会議以外でも連携を密にとっており、そ

の内容を教育実習に反映している。 
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●【香川大学教育学部附属坂出中学校】 

教育実習前後に、管理職、教育実習主任、大学が参加しての会議が行われ、評価を次年度に生か

している。 

●【愛媛大学附属５校園（愛媛大学教育学部附属幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校、愛媛大学

附属高等学校）】 

  教育学部に実習委員会を設置し、当該委員会と各附属学校園の実習担当者が教育実習の内容を、

より充実したものになるよう検討を重ねてきている。また、実習の評価基準についても明確にして

いる。ここ数年、学生への合理的配慮についても関係者間で事前に情報交換を行い、対応改善に努

めている。これまでの実習に関する検討から蓄積された知見をもとに、教育学部の実習関連科目群

の体系化（実習・省察科目の体系化）と事前事後指導、リフレクション等の一連の実習体系化がな

されている。 

●【高知大学教育学部附属学校園】 

教育実習運協議会を設置し、学部と附属学校で教育実習の企画、運営を協議し、教育実習のカリ

キュラムの改善を行なっている。また、評価基準を明確にしており学生に対しても評価規準を公表

している。 

●【高知大学教育学部附属特別支援学校】 

大学の学務委員会と、校内の教育実習委員会とが常に連携をとって、教育実習の企画・検討を行

っている。教育実習終了後、校内の反省等をまとめ、教育実習生の声も拾い、大学側と情報共有を

行って、改善に努めている。学生の評価基準は、シラバスを作成し、それに従って適切に評価でき

るようにしている。 

●【高知大学教育学部附属幼稚園】 

学部教員と附属学校校園長等で構成される教育実習運営協議会において、各附属学校の取組内容

の確認や成果・課題の整理、改善案の検討を行っている。また、学部教員とは、担当者同士の打合

せや訪問による現状把握などから成果と課題を共有し指導を改善するなど、教育実習の質の向上を

図っている。 

●【福岡教育大学附属学校園】 

大学が設置する「学校における実習及び体験活動委員会」と連携し、組織的に教育実習に関する

企画・運営を行う体制を整えている。また、教育実習の状況等を踏まえながら、さらに評価のあり

方等の検討を行っている。 

●【福岡教育大学附属福岡小学校】 

会議の中では、次年度の年間計画だけでなく、様々な課題をもとに協議している。例えば、指導

案の書き方・実習の手引きの改善、シラバスの内容や評価方法等の改善や共通理解を図るとともに、

学生のアンケート結果（要望）等についても改善に生かすための資料としている。 

●【福岡教育大学附属幼稚園】 

本園では事前・事後指導に力を入れており、実習生のモチベーションが高まるよう、温かく的確

な指導を行っている。 

●【福岡教育大学附属久留米小学校】 

実習生が実習内容や進め方についての不安を払拭できるように、指導教官の空き時間にいつでも

相談に来られるようにした。また、実習生の睡眠時間不足を解消できるように、例年より３０分間

程、早く帰宅できるようにした。そのことで、実習生が指導内容を捉える時間を確保できるように

するとともに、安心感をもって実習を進められるようにした。 

●【福岡教育大学附属小倉小学校】 

教育実習科目のシラバス・実習評価基準作成の検討を行い改善を図っている。 
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●【佐賀大学教育学部附属幼稚園】 

教員養成カリキュラム委員会や教育実習委員会において実習日誌や評価等について協議し、改善

に努めている。 

●【長崎大学教育学部附属中学校】 

附属学校園の職員も所属する学部の組織「附属学校園運営協議会」や「教育実習委員会」等にお

いて、教育実習について協議する場があり、改善を図りながら進められる。 

●【長崎大学教育学部附属特別支援学校】 

附属学校園の職員も所属する学部の組織「附属学校運営協議会」や「教育実習委員会」等におい

て、教育実習について協議する場があり、評価基準や合理的な配慮が必要な学生の対応等について

検討するなど、改善を図りながら進められている。 

●【長崎大学教育学部附属幼稚園】 

教育学部・教育学研究科教育実習委員会に本園担当者が出席し、実習内容や実習生への対応等に

ついて協議している。実習後には学部教員と実習評価委員会を開催し、評価基準を明確に示した上

で評価している。 

●【大分大学教育学部附属小学校】 

年２回、大学と合同で実習委員会を開催している。１回目は、教育実習のねらいや内容の確認。

２回目は、実習後の成果と課題、次年度への引継内容について協議している。具体的な修正点や変

更点については、実習期間中はもとより、実習前後にも大学と小学校の実習担当教員同士で複数回

協議する場を持ち、実施している。評価基準については、大学教員と協議しながら作成し、学生に

も明示している。校内教育実習委員会が中心となって、評価規準についても共通理解している。実

習後に教員希望の学生が増えるという成果（116 人中実習前 90 人→実習後 101 人）が出ている。 

●【大分大学教育学部附属特別支援学校】 

大学教育学部実習担当者と附属学校３校校長・教頭・担当者による合同実習委員会を設置し、連

携を図り円滑かつ効果的な教育実習の実施に取り組んでいる。評価においては学内３校共通の評価

基準を使用し、全教員で共有した上で評価を行っている。教育実習においては、事前・実習中・事

後において担当者・管理職が連絡・協議しながら、課題を共有し必要事項は改善するようにしてい

る。 

●【鹿児島大学教育学部附属中学校】 

教育実習の実践に向けて、大学・学部との綿密な日程調整を行っている。大学１年次の学校（園）

参観、大学２年次の５日間の参加観察実習、大学３、４年次の１・２免教育実習を前年度の段階で

協議・調整し、年間計画に組み込んでいる。取組状況の把握や評価についても、大学・学部と協議

し、実習日誌の内容や実習態度、評価授業等をもとに適切な評価に務めている。また、本校の卒業

生のための教育実習も行い、本学以外の大学とも随時連携を図っている。 

●【名称非公開】 

教育実習の事前・事後に大学の実習委員会との打合せを行っている。そこでは、指導計画や評価

計画、合理的配慮が必要な学生等について協議や情報共有を行い、よりよい教育実習になるよう努

めている。 

●【名称非公開】 

教育学部における「教育実習企画部会」や「教育実習運営委員会」に校長や教育実習担当教員が

参加して、教育実習の内容や評価を検討するとともに、そこで検討された内容を教育実習に反映さ

せている。 

●【名称非公開】 

実習生の様子が毎年違い、大学と連絡をとっているが反映しきれないことがある。 
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●【名称非公開】 

昨年度、評価基準の見直しが大学からあり、附属学校においても熟知して評価を行うなど、常に

意見交流や情報交換を行っている。また、事前に大学から教育実習担当教員が来校し打合せを綿密

に行っている。事前ガイダンスや説明会、事後学習まで丁寧に実施している。 

●【名称非公開】 

教育実習担当者を置き、大学の担当者とともに、組織的に教育実習の企画・運営にあたっている。 

●【名称非公開】 

年 3 回の教育実習計画委員会に、教育学部の教育実習部教員と、附属学校園の校・園長並びに担

当者が参加し、実施時期や方法、指導内容について綿密に計画し、実際の教育実習に生かされてい

る。 

●【名称非公開】 

教育実習については，大学と附属学校が共同で行う教育実習計画委員会で，実習時期や事前・事

後指導の内容，実習内容，評価の基準等について，情報共有を行っている。 
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評価指標番号 7：【教職大学院を設置している大学のみ回答】教職大学院における研究実践フィー

ルドとして、附属学校が活用されている。 

（想定される回答者：大学・学部）※対象校数：47 
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評価指標番号７

【評価基準】 

１：大学・学部は、教職大学院のカリキュラムにおいて、附属学校園を研究実践フィールドとしてほ

とんど活用していない。 

２：大学・学部は、教職大学院のカリキュラムにおいて、附属学校園を研究実践フィールドとして必

要に応じて活用している。 

３：大学・学部は、教職大学院のカリキュラムにおいて、附属学校園を研究実践フィールドとして恒

常的に活用している。 

４：大学・学部は、教職大学院のカリキュラムにおいて、現職教員・学部卒学生それぞれの力量を考

慮した上で、附属学校園を研究実践フィールドとして恒常的に活用している。 

５：大学・学部は、教職大学院のカリキュラムにおいて、現職教員・学部卒学生それぞれの力量を考

慮した上で、附属学校園を研究実践フィールドとして恒常的に活用し、学生の研究内容に具体的

に生かされている。 
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具体的好事例の内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【北海道教育大学】 

M1 学部直進者は原則附属学校園で「教育実践研究実習Ⅰ」を、M2 現職教員のうち附属学校教

員大学院研修員院生は「教育実践研究実習Ⅱ」を勤務校である附属学校で行う。いずれの実習科目

も所属コース毎に学部直進者か現職教員かで、到達目標を設けており、自らの研究テーマに沿った

教育研究実践実習を行うことで、理論・専門と実践の往還を実現できるだけでなく、その成果が修

了に必要な実践論文完成に繋がっている。 

●【宮城教育大学】 

・教職大学院の「学校における実習」の場として、１年次から２年間定期的・継続的に実習を行っ

ている。既卒学生 については、附属学校園での学習・生活指導をめぐる課題を把握し、対応でき

る教育実践力を身につけることで、初任教員としての力量を付ける研修の場としても機能してい

る。 

・附属学校園で開催される公開研究会には、教職大学院の教員、院生が多く参観し、授業や子ども

の姿を通して、授業の在り方や、今日的な教育課題に関わるこれからの授業づくり、更には学校づ

くりについて考え、語り合う機会として活用されている。現職院生にとっては、附属学校園におけ

る研究に触れ、研究主任等として校内研究を企画・運営するための知見を得る場にもなっている。 

●【福島大学】 

教職大学院の院生の希望する研究内容と院生を受け入れる実習校（附属学校園を含む）の希望す

る内容とのマッチングを行い、両者が一致する学校において院生が実習を行えるように調整してい

る。（附属学校園に限定されない。） 

●【茨城大学教育学部】 

大学院の 1 年次には学生が自己の研究課題や進路に応じて、附属特別支援、幼稚園、小・中学校

で実習を行っており、自身の研究テーマ設定に役立てている。また、反対に附属教員を高度研修リ

スキリングとして教職大学院学生として受け入れたりするなど、相互交流を密にしている。 

●【横浜国立大学教育学部】 

教職大学院生が学校教育課題解決研究報告書、教育学術論文（修士論文相当）を作成する上で、

実践や調査のフィールドとして活用されている。 

●【富山大学教育学部】 

附属学校は、学生の実習の場となっており、課題研究のフィールドとなっている。 

●【金沢大学】 

附属学校園の先取の取組みを通して、院生の研究テーマのブラッシュアップに有効に活かされて

いる。 

●【福井大学教育学部】 

学校拠点方式を採用している福井大学教職大学院では、附属の各学校園も「拠点」となっている。

特にストレートマスターの教職大学院生が、附属の各学校園で、各教科指導や学級経営等について

学び、附属学校園教員とともに、その内容等を振り返ることを繰り返し、かつ、他の院生と共有す

ることで、自分の学びを深めている。その経過・プロセスは、「最終報告書」の作成に生かされて

いる。 

●【信州大学教育学部】 

本学教職大学院では学校拠点方式を採用し、附属学校園 6 校もそのフィールドに入っている。

学部の研究者教員と附属に籍を置く実務家教員とが連携し、拠点校で教育研究を深める授業が学年

ごとに隔週で展開され、附属学校がその中心的役割を果たしている。 
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●【京都教育大学】 

教職専門実習の実習校として、またフィールドワークの実習フィールドとして恒常的に活用して

いる。教科研究開発高度化系の６年制教員養成高度化コースの学生は、学部時代から教育実践研究

に取り組み、教育実践の基礎力を有しているため、教職専門実習Ⅰを公立学校で行なっている。６

年制教員養成高度化コース以外の学生は教職専門実習Ⅰの実習校として附属学校を活用して教育

実践の基礎力を身につけている。学部新卒院生の多くは、この実習での経験をきっかけとして修了

論文を執筆している。学校臨床力高度化系の授業科目では、特徴的なカリキュラムを実施している

附属学校をフィールドワークで訪問し、研究実践フィールドとして活用している。 

●【島根大学教育学部】 

教職大学院のカリキュラムには現職教員と学部卒学生が一緒に附属義務教育学校（前期課程，後

期課程）それぞれにおいて「共通実習」を行なっている。院生それぞれの経験値や校種，教科の違

いを超え，一つの授業について多面的に協議することにより，双方の授業観，教育観を見直す機会

となっている。また，附属学校園を実習校として活用する院生や，同敷地内にある山陰教員研修セ

ンターを活用した研修会に院生が参加している。 

●【広島大学】 

教職大学院におけるアクションリサーチ実地研究の研究実践フィールドとして、各附属学校園が

活用されている。 

●【香川大学教育学部】 

教職大学院の学部卒学生（授業力開発コース）は、「学校臨床基礎実習Ⅰ（前期）・Ⅱ（後期）」

の授業科目で年間を通して附属学校で実践研究を行なっており、大学院生によっては、修了時の教

職実践研究の主課題としている。教職大学院の現職教員学生（学校力開発コース・授業力開発コー

ス）は、「探究実習（不定期）」として附属学校を対象としてテーマ研究を行なっている。 

●【愛媛大学】 

愛媛大学大学院教育実践高度化専攻（教職大学院）では、松山市内を中心とした小中公立学校、

県内の公立高等学校、さらに大学附属高校、教育学部附属学校園を連携協力校として教育実践活動

を進めている。実践では、豊富な連携協力校から、大学院生の教育研究のニーズに対応した実習先

のマッチングを行っている。その中で、毎年、約 10 名程度の大学院生が、附属学校園を教育研究

実践フィールドとして恒常的に活用して、教員としての資質向上に努めている。 

●【高知大学教育学部】 

教職大学院の教育実習において，学部卒院生の 1 年次の実習先を高校実習希望者を除いて附属

学校園にしており，実習を通して教育実践研究を行っている。学部卒院生は，附属学校園を研究実

践フィールドとして，自らの研究課題の現実的現象を見取り，その解決に資する理論を具体的実践

として解釈する探究をすすめ，具体的教育活動や実験的授業を一部実践してその有効性を検証・省

察しさらなる研究課題を得て実践的研究を深化させている。 

●【佐賀大学教育学部】 

  本教職大学院は３つのコースに分かれている。その内の１つ授業実践探究コースの現職学生の１

年次実習科目「異校種実習」は附属学校園で実施している。この実習は理論と実践の往還の実践の

部分にあたり、大学で学修した理論を元に開発した授業を実践し、データの収集を行っている。更

にそこで収集したデータを大学で分析・考察し、１年次の研究の成果としてまとめている。 
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●【長崎大学教育学部】 

・附属学校を教職大学院の学校教育実践研究に関する実践フィールドとして位置付けている。特に

学部卒業生の初期実習は各自の研究テーマに沿った観察とそれに基づく授業実践から成る基礎的

学習を各附属学校園で行っている（学校教育実践実習 1～5 のうち 1 と 2）。 

・教職大学院管理職養成コースにおいては地域で先導的な役割を果たしている各附属学校園の実

習を通して学校経営の先進例を学び，習得した学びを教育実践研究へフィードバックできるカリキ

ュラムを築いている。 

●【大分大学教育学部】 

教職大学院では、主たる学修分野に応じて、実習科目が 3 つの領域毎に設定されている。そし

て省察科目では、実習日誌や研究計画書をもとに、教員が大学院生それぞれの力量や関心を把握し

ながら、指導が行われている。1 年次前学期は、どの領域の実習科目も附属学校園での実習が含ま

れており、附属学校園における学校教育目標の評価方法、カリキュラム・マネジメントや授業改善

に関する取組、「リーダー会議（学年主任会）」、生徒も参画しての「チーム学校」など、大学院生

はそれぞれの課題を見つけ、研究内容に生かしている。その後の 1 年次後学期から 2 年次前後学

期にかけての実習科目では、現職教員は現任校、学部卒学生は附属学校園または連携協力校をフィ

ールドとして研究実践を行い、教育実践研究報告書の作成につなげている。 

●【鹿児島大学教育学部】 

教職大学院のカリキュラムにおいて附属学校園は、「高度化実践実習Ⅰ」「特別支援教育高度化実

践実習Ⅰ」「重点領域実践実習Ⅱ」の授業において研究実践のフィールドとして位置づけられてお

り、教科の実践や組織的業務に係る現職教員・学部卒学生それぞれの習熟度に応じた実習での探究

テーマを設定するとともに、実習を通じた学びを、大学院の２年間を通じた探究課題に接続させる

ことができるよう省察科目と関連付けたカリキュラムを組織している。また、選択科目である各教

科の「指導法の省察」においては、個々の大学院生による附属学校をフィールドとした研究実践も

展開されている。 

●【名称非公開】 

附属学校において、現場実習に当たる「実地研究Ⅰ・Ⅱ」を行い、引き続き課題研究を通して研

究を深めることができるようになっている。 

●【名称非公開】 

教職大学院の授業の一部を附属小学校、附属中学校及び附属特別支援学校で実施し、教職大学院

と附属学校が連携して授業を行っている。具体的には、校長をはじめ主事等が、実際の授業参観を

含めて具体的事例を基づいた授業を行っている。 
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評価大項目：拠点校・地域のモデル校としての取組  

評価小項目：拠点校 

評価指標番号 8：附属学校園は、学習指導要領改訂に資するよう、次世代を見据えた先進性・独自

性の高い教育研究を行い、先導的・実験的拠点校としての役割を果たしている。 

（想定される回答者：附属学校園） 
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【評価基準】 

１：附属学校園では、学習指導要領改訂に資するよう、次世代を見据えた拠点校として機能するため、

どのような研究を行うか検討している。 

２：附属学校園では、学習指導要領改訂に資するよう、次世代を見据えた先進性・独自性の高い教育

研究を行っている。 

３：附属学校園では、学習指導要領改訂に資するよう、次世代を見据えた先進性・独自性の高い教育

研究を行うとともに、その成果を発信している。 

４：附属学校園では、学習指導要領改訂に資するよう、次世代を見据えた先進性・独自性の高い教育

研究を行うとともに、その成果を発信し、それに対する学外者の意見等を集約している。 

５：附属学校園では、学習指導要領改訂に資するよう、次世代を見据えた先進性・独自性の高い教育

研究を行うとともに、その成果を発信し、さらに成果が学外（国、教育委員会、各学校等）にお

いて活用されている。 
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具体的好事例の内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【北海道教育大学附属函館中学校】 

「１人１台端末活用のミライを変える！BYOD／BYAD 入門」（明治図書）を刊行し、全国で販

売。文部科学省の関係課からも高い評価を得ている。 

●【北海道教育大学附属札幌中学校】 

教員が先進的な取り組みを進める他校や研究機関に出張研修する予算と機会の確保と、校内研修

時間の確保 

●【北海道教育大学附属函館小学校】 

本年度は「新たな価値をつくる力の育成」を研究主題とし、そのために、「状況を想定しながら

具体的な計画をもつ子供の育成」を重点とした。7 月下旬に教育研究大会（ハイブリッド）にて 6

クラスを公開し、研究や運営に関するアンケート実施を行った。研究に関しては、「自校で生かし

たい」という言葉が散見されるとともに、鼎談形式の事後研修会の実施についても様々な意見があ

ったことから、提案性のあるものだったと捉えている。 

●【北海道教育大学附属釧路義務教育学校後期課程】 

昨年度、Apple Distinguished School の認定を受け、ICT の利活用にかかる発信を積極的に行

っている。 

●【北海道教育大学附属札幌小学校】 

年間二回（夏季・冬季）教育研究大会を開催し先進的な教科研究について発信している。 

●【弘前大学教育学部附属中学校】 

附属学校四校園が合同で開催する公開研究会を年１回開催し、中学校で実践している研究成果を

公開するとともに学外からの参加者の意見をいただき、工夫改善につなげている。 

●【宮城教育大学附属小学校】 

令和５年度より文部科学省研究開発学校の指定を受け、「小学校情報科」の設定とその学びの充

実を図るための教育課程の開発に取り組み、公開研究会の開催や視察の受け入れなどを行ってい

る。 

●【秋田大学教育文化学部附属特別支援学校】 

授業研究会や公開研究会を通して広く呼びかけるとともに、学外から研究協力者を依頼し助言を

いただいている。 

●【秋田大学教育文化学部附属中学校】 

全国の附属学校に先駆けて、附属四校園によるコミュニティー・スクールを運営している。総合

的な学習の時間を中心として、地域とつながり持続可能な社会づくりと生徒・地域社会のウエルビ

ーイングの実現を目指している。 

●【秋田大学教育文化学部附属小学校】 

年 3 回の授業公開では、優れた学習指導の成果が県教育委員会の研究収録に取り上げられるな

ど、公立学校の優れた事例モデルの提示に貢献している。また、授業研究の成果だけにとどまらず、

提示授業を学校経営の重点と関係付けたり、校内研修のワークショップ化を通して若手教員の育成

に資する取組を発信したりするなど、学校の教育文化を継承する取組全般について情報発信をして

いる。 

●【秋田大学教育文化学部附属幼稚園】 

本附属学校園では、公開研究協議会等を各学校園で 2 回実施することを目標とし、会のアンケ

ート結果を分析して、内容・方法等の改善を図っている。本園では、6 月と 11 月の 2 回、公開研

究協議会を実施し、公開保育と講演会を行っている。本園教員の研究実践を公開するとともに、県

内外の幼児教育関係者や学生が研修をする機会ともなっている。 
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●【山形大学附属幼稚園】 

毎年、公開研究会を開催し、たくさんの方からご好評いただいている。また、研究成果の成果と

課題を出し、大学との共同研究者とともに、次年度の研究について考え、提案している。また、公

開研究会後、参観者にアンケートをとり、本園の研究をどのように園で活用したかを教えてもらっ

ている。 

●【山形大学附属中学校】 

地域の公立学校の先生方が本校の研究協力者として研究に携わっている。本校の研究会に参加す

るだけではなく、本校の職員も研究協力者の先生の授業参観に出向き意見交換等を行っている。 

地域の公立学校の先生方の要望により、本校職員が出前授業を行ったり、指導案検討や授業づくり

の相談に年間を通して応じている。 

●【茨城大学教育学部附属中学校】 

年に 1 回の公開授業研究会を開催し、県の義務教育課や大学教授と共に、先進性の高い授業を

公開し発信している。 

●【茨城大学教育学部附属小学校】 

毎年研究会を実施し、各分科会において学外からの参加者の意見を集約し、研究の見直しや次年

度のサブテーマ「学びの文脈をつくる（２年次） ～ 探究を生み出すための 転移力を養う」に

活かしている。 

●【宇都宮大学共同教育学部附属中学校】 

次世代を見据えた先進性・独自性の高い教育研究を行えるようなプロジェクト研究を全 13 種に

わたり幼小中連携のもと、常時行っている。その成果は公開研究発表会をはじめとする様々な場で

発信しており、さらに授業の映像資料は県教育主催の主催の研修で利用されている。公開研への参

加は、宇都宮・河内地区の初任者研修の一つのプログラムとして位置づけられている。 

●【宇都宮大学共同教育学部附属小学校】 

公開研究発表会で教育研究の成果を発信している。その際、本会を県教育委員会主催の研修に位

置付けたり、実践動画を県主催の研修に提供したりしている。 

●【東京学芸大学附属竹早小学校】 

竹早地区幼小中と大学・企業・行政が連携して「未来の学校プロジェクト」に取り組み、その成

果を研究発表会などで発信し、その成果を文部科学省をはじめ教育委員会、各学校が視察を行い、

参考にしている。 

●【東京学芸大学附属特別支援学校】 

特別支援学校学習指導要領の「自立活動」の中にあるコミュニケーション能力について、「こと

ば」の機能に着目し、発達段階に合わせた授業の展開や教材開発を行っている。 

●【東京学芸大学附属国際中等教育学校】 

授業研究会、公開研究会を隔年で実施し、各教科・研究グループで指導助言者を学外の有識者に

依頼している。 

●【東京学芸大学附属大泉小学校】 

本校は、全国附属小学校初の IB ワールドスクール PYP 認定校となった。IB の PYP（初等教育

プログラム）と学習指導要領の両立を目指した新しい教育課程の開発に取り組んでおり、次期学習

指導要領の改訂に資する成果をあげられるように取り組んでいる。また、PYP は「教科の枠をこえ

た探究的な学び」が充実しており、その教育理念や探究プログラムにおいて、公立小学校の総合的

な学習の時間や、探究的な学びの取り組みに役立つエッセンス（授業構想、単元構想、授業展開の

工夫等）を、研究発表会で発信するようにしている。 
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●【東京学芸大学附属高等学校】 

12 年前から SSH の指定を受け、運営指導員等外部の方からの支援を受け、先進的なカリキュラ

ム開発に取り組んでおり、その成果を公開教育研究大会等で SSH 校だけでなく広く公表している。 

●【東京学芸大学附属竹早中学校】 

企業と協働で ICT を充実させた教科に特化した教室の改装を行い、公開研究会として授業を公

開し、学会等での発表を通じて発信している。 

●【東京学芸大学附属幼稚園（小金井園舎）】 

幼児教育の質及び評価について、視覚的資料活用について研究を重ねている。幼児教育本質理解

のため、幼稚園教員だけでなく、より広く幼児教育関係者や小学校以上学校種教員、保護者等も対

象に見据えた計画を進めている。 

●【お茶の水女子大学附属小学校】 

文部科学省研究開発学校指定（2015～2018 年度）を受けて創設した新教科「てつがく」は、

自明と思われる価値や概念を対話や記述を通して問い直し追究する学習である。本研究に対する教

育関係者の関心は非常に高く、今も全国から多数の参観者が訪れ、学会等でも取り上げられ、本校

の取組を参考に哲学対話の授業を始めた学校や教室も増えている。さらに 2019 年度からの研究

開発学校指定で取り組む新領域「てつがく創造活動」の取組も注目されている。 

●【横浜国立大学附属横浜小学校】 

これからの社会を見据えた時に必要とされるヒトとしての「感性」に焦点を当てた研究に取り組

んでいる。生活総合科・総合単元学習を 1 つの軸におき、方や一方に教科を軸におき、「感受」「協

働」「創造」の３つの学習活動の視点から 2 軸を往還させ、感性の育成に努めている。毎年、12 月

の研究集会には、大学教員を講師に招き、授業公開・協議会・講演会を実施している。昨年度は 2

日間で延べ 800 人が来校した。 

●【山梨大学教育学部附属幼稚園】 

附属幼稚園、小学校、大学教員が所属する幼小接続ワーキングにおいて作成した「幼小接続カリ

キュラム」を基に、実践を進め、架け橋期のカリキュラムとして、子どもの育ちをつなぐ形に改定

するための検討を進めている。また、交流の内容や接続について、研修や研究会の折に地域の幼児

教育関係者へ発信しながら、活用できるようにしている。また、副園長が県の保幼小接続研究会の

委員となり、地域の幼小接続の推進に貢献している。 

●【山梨大学教育学部附属特別支援学校】 

毎年度，公開研究会を行い研究の成果を発信している。本年度は「学びに向かう力×情報活用能

力に着目した授業づくり」をテーマにした研究の３年次で。本年度は公開研究会だけでなく、他の

県立学校に研究主任が講師として召喚され成果を発信した。 

●【山梨大学教育学部附属小学校】 

本校では「非認知能力」をキーワードに研究テーマを設定し、各教科の目標に資するよう努めて

いる。これは、今般求められているコンピテンシーをベースとした能力の育成である。その育成に

向けて、各教科が研究と実践を積み重ねて、そのプロセスを公開研究会やセミナーなどをとおして、

広く県内外さらには国外の教育関係者に発信し、参考としていただけるように努めている。なお、

本校の公開研究会には、毎年、外国の教員がプロジェクトチームを組んで参観していただいている。 

●【新潟大学附属長岡小学校】 

学習指導要領改訂に資するため、研究開発学校の指定を受け、次世代を見据えた先進性・独自性

の高い教育研究を行っている。また、公開授業研究会に加えて、毎月 18:00～20:00 にオンライ

ン研修会を開催し、3000 人が参加した。役立ったという肯定的評価が極めて高い。また、夏季休

業中に、18 講座の及ぶ「教師力アップセミナー」をオンライン開催し、4700 人の参加者があっ

た。参加者の評価も高い。 

 




